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平成23年度当初予算予算の概要

災害復興対策重点予算
災害復旧や雇用対策などに約12億円を計上

平成23年度の本市の予算が成立しました。
昨年の口蹄疫から始まり、7月の集中豪雨による被害、そして今年になって
霧島山新燃岳の噴火に伴う降灰など、災害が立て続けに発生しています。
今年度は、このような被災した状況からの一刻も早い復興と、
輝く未来を創造するための予算を盛り込みました。

◎問い合わせ　財政課　☎23-2113

予
算
編
成
の
基
本
的
な
考
え
方

政
府
は
、
平
成
23
年
度
を
新
成
長
戦

略
の
本
格
実
施
元
年
と
定
め
「
成
長
と

雇
用
」
に
重
点
を
置
い
た
政
策
を
進
め

て
い
く
と
し
て
い
ま
す
。

本
市
に
お
い
て
は
市
民
生
活
に
重
大

な
影
響
を
及
ぼ
す
災
害
な
ど
が
立
て
続

け
に
発
生
し
た
た
め
、
平
成
23
年
度
予

算
は
、
災
害
復
旧
対
策
に
重
点
を
置
い

た
予
算
編
成
を
行
い
ま
し
た
。

特
に
、
新
燃
岳
噴
火
に
よ
る
降
灰
対

策
に
５
億
円
、
口
蹄
疫
復
興
支
援
の
た

め
に
８
千
３
８
０
万
円
、
昨
年
の
集
中

豪
雨
に
よ
る
災
害
復
旧
に
２
億
８
千
万

円
、
さ
ら
に
は
雇
用
対
策
に
３
億
２
千

８
０
０
万
円
の
総
額
約
12
億
円
を
計
上

し
、「
災
害
復
興
対
策
重
点
予
算
」
を

編
成
し
ま
し
た
。

平
成
23
年
度
の
予
算
の
姿

一
般
会
計
予
算
の
総
額
は
、
７
０
２

億
４
千
万
円
と
な
り
ま
し
た
。

歳
出
面
で
は
、
子
ど
も
手
当
の
一
部

増
額
、
法
人
立
保
育
所
入
所
負
担
金
の

増
額
な
ど
に
よ
り
、
扶
助
費
が
11
億
６

千
万
円
増
加
の
１
６
３
億
７
千
万
円
、

投
資
的
経
費
は
、
国
営
か
ん
が
い
排
水

事
業
の
完
了
に
伴
う
都
城
地
区
負
担
金

を
新
た
に
計
上
し
た
こ
と
な
ど
か
ら
、

23
億
２
千
万
円
増
加
の
99
億
８
千
万
円

と
な
っ
て
い
ま
す
。
一
方
、公
債
費
は
、

４
億
１
千
万
円
減
少
の
94
億
３
千
万
円

と
な
っ
て
い
ま
す
。

歳
入
面
で
は
、
市
税
が
前
年
度
当
初

予
算
と
比
べ
２
億
２
千
万
円
増
加
の
１

７
３
億
６
千
万
円
、
地
方
交
付
税
は
６

億
円
増
加
の
１
９
５
億
２
千
万
円
、国
・

県
支
出
金
は
、
２
億
４
千
万
円
増
加
の

１
３
８
億
７
千
万
円
を
見
込
ん
で
い
ま

す
。ま

た
、
新
規
市
債
発
行
額
は
、
義
務

教
育
施
設
整
備
事
業
の
前
倒
し
に
よ
る

減
少
は
あ
る
も
の
の
、
臨
時
財
政
対
策

債
な
ど
が
増
加
し
た
こ
と
な
ど
に
よ

り
、
８
億
２
千
万
円
の
増
加
と
な
り
ま

し
た
。
し
か
し
、
市
債
残
高
は
、
着
実

に
減
少
し
て
お
り
、
こ
の
こ
と
は
、
行

財
政
改
革
を
進
め
つ
つ
、
必
要
な
施
策

に
は
積
極
的
に
投
資
し
て
い
く
姿
を
現

し
た
も
の
と
な
っ
て
い
ま
す
。

◎ 

災
害
復
興
対
策
重
点
予
算
と
し

て
12
億
円
を
計
上
↓
一
刻
も
早

い
復
興
と
輝
く
未
来
の
創
造

◎ 

一
般
会
計
予
算
総
額

7
0
2
億
4
千
万
円

◎
財
政
健
全
化
は
引
き
続
き
維
持

市
債
残
高
は
、
平
成
17
年
度
以

降
減
少
傾
向

全
会
計
1
、1
9
4
億
円

（
前
年
度
比
20
億
円
減
）

平成23年度予算の姿
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市債残高は、平成17年度以降減少傾向
※数字は各年度末の残高

【用語解説】
合併特例債
合併後10カ年に限り、発行できる地方債。返済に要する
費用の70％を後年度の地方交付税で国が負担
臨時財政対策債
地方交付税の代わりとして市が発行する地方債。返済に
要する費用の100％を後年度の地方交付税で国が負担

市民の皆さんのご理解とご協力のもと、市民と行政が一丸となって、災害を克服し、
この地に住んで良かったと思えるような活気あふれる都城市へと復興していきましょう。

口蹄疫からの復興支援
〈事業費8,380万円〉

昨年の口蹄疫の発生を受け、
家畜防疫対策を強化していきま
す。
畜産農家が実施する防疫施設

整備への助成や厳しい経営が続
く養豚農家へ種豚を更新する場
合の助成を行います。

●家畜防疫日本一の
まちづくり推進事業
畜産農家が家畜防疫のために

消毒施設などを整備する場合に
２分の１以内を補助。農家向け
消毒マニュアル看板や啓発用の
ぼり旗、車両用マグネットの作
成なども行います。

●種豚更新
支援緊急対策事業
畜産農家が種豚を導入した場

合、導入金額の２分の１以内（１
頭当たり２万円以内）を助成し
ます。

雇用対策
〈事業費3億2,800万円〉
市が継続的な雇用、または一

時的な雇用が創出できる事業を
行います。平成23年度は延べ
219人を新規雇用する計画です。

●ふるさと雇用再生
市が新たに企画し、地域内に

ニーズがあり継続的な雇用が見
込まれる事業で、雇用を生む効
果の高い事業を進めていきま
す。

●緊急雇用創出事業
離職した非正規労働者や中高
年齢者などの失業者の次の雇用
機会までの期間に、一時的な雇
用を生む事業を行います。

22年度集中豪雨
からの災害復旧
〈事業費2億8,000万円〉
昨年の集中豪雨で甚大な被害

を受けた山田地区、西岳地区の
道路や農地などの災害復旧工事
を進めていきます。

災害復興対策
重点予算

「オール都城」で復興への確かな道を開く

新燃岳噴火による
降灰対策
〈事業費5億円〉

今後の噴火も予想されること
から、降灰後にすぐに市内の環
境改善を図るための予算です。
家庭内から出された灰や道路に
降り積もった灰の除去などを行
います。

市債残高の推移 ■合併特例債・臨時財政対策債を除いた市債残高
■臨時財政対策債　■合併特例債

126億円削減

※H22、23は見込み。端数処理で数字が一致しない場合があります

3 Miyakonojo City Public Relations 2011.4



平成23年度当初予算予算の内訳

一般会計歳入歳出総額
702億4,000万円（対前年度比6％増）

収　入
項　　　目 金額 割合

給料（地方税など） 87,705円 29.2%
子どもからの仕送り（地方交付税） 83,387円 27.8%
親戚などからの援助（国・県補助金） 59,246円 19.7%
その他の収入（使用料・手数料など） 21,202円 7.1%
新たな借金（市債） 29,352円 9.8%
預貯金の取り崩し（繰入金） 19,108円 6.4%

支　出
項　　　目 金額 割合

食費（人件費） 51,775円 17.3%
保険料や医療費（扶助費） 69,934円 23.3%
家屋の増改築（投資的経費） 42,631円 14.2%
ローン返済（公債費） 40,267円 13.4%
預貯金（積立金） 1,864円 0.6%
その他の生活費（物件費・維持補修費など） 93,529円 31.2%

都城市の

款　名 平成22年度
当初予算額

平成23年度
当初予算額 増減額 増減の主な要因

議 会 費 356,637 473,750 117,113 議員年金制度の廃止による議員共済負担金の増額

総 務 費 7,120,557 7,410,298 289,741 新防災行政無線整備事業（同報系無線）や特殊地下壕対策事業、スマートIC設置推進事業などによる増額
民 生 費 24,052,977 25,149,947 1,096,970 病児・病後児保育事業やファミリーサポートセンター事業などによる増額
衛 生 費 4,663,177 5,093,751 430,574 ワクチン接種緊急促進事業や健康医療ゾーン整備事業などによる増額
農 林
水 産 業 費 3,698,649 6,251,789 2,553,140 国営かんがい排水事業の完了に伴う負担金や家畜防疫日本一のまちづくりの推進事業などによる増額
商 工 費 2,332,591 2,363,235 30,644 口蹄疫などに伴う中小企業への利子補給金および保証料補助金などの増額
土 木 費 5,553,393 6,267,887 714,494 道路補修費や鷹尾上長飯通線、一堂ヶ丘四方面線の道路整備事業による増額
消 防 費 1,954,071 2,016,831 62,760 消防団車両整備事業による増額
教 育 費 5,490,434 4,695,402 △795,032 平成23年度に予定していた校舎建設事業などを前年度に前倒ししたことによる減額
災害復旧費 189,007 977,092 788,085 昨年の豪雨災害復旧事業、降灰除去事業による増額
公 債 費 9,839,484 9,427,918 △411,566 地方債残高の減少
そ の 他 999,023 112,100 △886,923
合 計 66,250,000 70,240,000 3,990,000

平成23年度の一般会計予算は、702億4,000万円を計上。
ここでは、予算の内訳について、費目ごとに増減の主な要因を紹介するとともに、
一般会計を家計簿に例え、分かりやすく解説します。

一般会計歳出予算費目別一覧

一般会計予算

単位：千円

【用語解説】
市　債　 建設事業や災害復旧事業などの

財源となる借入金
扶助費　 生活保護や児童・老人福祉事業な

どに要する経費
公債費　 市が発行した市債（借金）返済の

ための経費
総務費　 課税、戸籍、選挙などのための経費
民生費　 高齢者や児童、障がい者などの福

祉のための経費
衛生費　 保健衛生や清掃などの経費
教育費　 教育や文化財保護、スポーツ振興

などのための経費

（月額30万円の家計とすると…）

歳出
702億4，000万円

市税
173億6,000万円
24.7％

扶助費
163億7,000万円
23.3％

人件費
121億2,000万円
17.3％

公債費
94億3,000万円
13.4％

普通建設事業費
90億円
12.8％

市債
68億7,000万円
9.8％

地方交付税
195億2,000万円
27.8％

国・県支出金
138億7,000万円
19.7％

その他
126億2,000万円
18％その他

233億2,000万円
33.2％ 歳入

702億4，000万円

42011.4



平成23年度当初予算特色ある事業

ここでは「都城市総合計画」の4つの基本理念に沿
ってつくられた、平成23年度当初予算の特色ある事
業について紹介します。

ま
ち
づ
く
り
協
議
会
設
置
推
進
事
業

2
、4
7
8
万
円

健
康
医
療
ゾ
ー
ン
整
備
事
業

１
億
8
、3
7
2
万
円

ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
建
設
事
業１

億
5
万
円

地
域
公
共
交
通
対
策
事
業 

77
万
円

中
学
校
区
を
基
本
単
位
と
し
て
設
立

す
る
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
に
つ
い
て
協

議
を
行
う
住
民
自
治
検
討
会
議
に
補
助

金
を
交
付
し
、
地
域
を
支
援
し
て
い
き

ま
す
。
ま
た
、
平
成
22
年
度
に
設
立
さ

れ
た
６
地
区
お
よ
び
平
成
23
年
度
か
ら

ま
ち
づ
く
り
協
議
会
が
設
立
さ
れ
る
予

定
の
２
地
区
に
は「
我
が
ま
ち
交
付
金
」

を
交
付
し
て
組
織
の
確
立
や
事
業
推
進

に
向
け
た
支
援
を
行
い
ま
す
。

総合計画に沿った
事業紹介

健
康
医
療
ゾ
ー
ン
整
備
（
都
城
市
郡

医
師
会
病
院
な
ど
の
移
転
）
に
伴
う
土

地
造
成
お
よ
び
道
路
整
備
に
つ
い
て
の

各
種
測
量
設
計
を
進
め
、
平
成
23
〜
24

年
度
で
土
地
造
成
工
事
を
行
い
ま
す
。

ま
た
、
医
師
会
お
よ
び
三
股
町
と
共
同

で
建
築
設
計
監
理
業
務
に
着
手
し
、
新

医
療
施
設
の
建
築
設
計
を
進
め
ま
す
。

西
岳
小
中
学
校
屋
内
運
動
場
新
増
改
築

事
業
お
よ
び
西
岳
地
区
公
民
館
建
設
事

業 

4
、5
0
9
万
円

西
岳
小
学
校
と
西
岳
中
学
校
の
合
同

の
体
育
館
を
小
学
校
の
現
在
地
に
建
設

し
、
隣
接
し
て
ク
ラ
ブ
ハ
ウ
ス
、
地
区

公
民
館
、
地
区
市
民
セ
ン
タ
ー
を
複
合

施
設
と
し
て
一
体
的
に
整
備
す
る
と
と

も
に
、避
難
所
と
し
て
も
整
備
し
ま
す
。

25
年
度
供
用
開
始
の
予
定
で
す
。

清
掃
工
場
の
老
朽
化
に
伴
い
、
新
た

な
ご
み
焼
却
施
設
と
な
る
ク
リ
ー
ン
セ

ン
タ
ー
を
建
設
し
ま
す
。
平
成
23
年
度

は
、
建
設
の
た
め
の
敷
地
の
造
成
工
事

や
用
水
電
気
設
備
工
事
の
ほ
か
、
本
体

工
事
の
設
計
、
施
工
お
よ
び
維
持
管
理

業
務
を
包
括
的
に
進
め
ま
す
。

高
齢
化
が
進
む
中
で
、
市
民
の
交
通

手
段
を
確
保
す
る
た
め
に
公
共
交
通
空

白
地
域
の
解
消
に
向
け
た
交
通
手
段
構

築
を
計
画
し
ま
す
。
山
之
口
地
区
全
域

で
住
民
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
、
調
査

結
果
に
基
づ
き
、
交
通
手
段
と
し
て
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ

ス
な
ど
の
運
行

が
必
要
で
あ
る

と
判
断
し
た
場

合
、運
行
回
数
、

運
行
形
態
、
運

行
経
費
な
ど
の

検
討
を
行
い
ま

す
。

ス
マ
ー
ト
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ（
IC
）

設
置
推
進
事
業 

1
、1
3
1
万
円

高
速
道
路
の
利
活
用
や
地
域
の
活
性

化
、
物
流
の
効
率
化
な
ど
を
図
る
た
め

の
山
之
口
サ
ー
ビ
ス
エ
リ
ア
を
活
用
し

た
ス
マ
ー
ト
IC
の
設
置
に
向
け
、
設
置

の
可
否
を
判
断
す
る
た
め
に
関
係
機
関

で
検
討
や
調
整
を
行
い
、
実
施
計
画
書

を
作
成
し
ま
す
。

■
ス
マ
ー
ト
IC
と
は
…

高
速
道
路
の
本
線
や
サ
ー
ビ
ス
エ
リ

ア
な
ど
か
ら
乗
り
降
り
が
で
き
る
よ
う

に
設
置
さ
れ
、
E
T
C
を
搭
載
し
た
車

両
に
限
定
さ
れ
た
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ

で
す
。

新
防
災
行
政
無
線
整
備
事
業

（
同
報
系
無
線
） 

1
億
4
、2
2
2
万
円

土
砂
災
害
警
戒
区
域
お
よ
び
土
砂
災

害
特
別
警
戒
区
域
に
居
住
す
る
世
帯
に

戸
別
受
信
機
を
設
置
し
、
土
砂
災
害
警

戒
情
報
が
出
さ
れ
た
と
き
に
避
難
情
報

や
避
難
勧
告
を
迅
速
に
伝
え
住
民
の
安

全
を
守
り
ま
す
。
ま
た
、
山
田
自
治
区

内
で
運
用
し
て
い
る
オ
フ
ト
ー
ク
通
信

シ
ス
テ
ム
の
老
朽
化
に
伴
う
代
替
設
備

と
し
て
、
各
公
民
館
に
屋
外
拡
声
器
を

整
備
し
ま
す
。

市
民
が
主
役
の
ま
ち

総
額
１
６
６
億
32
万
円

ゆ
た
か
な
心
が
育
つ
ま
ち

総
額
７
１
２
億
９
、６
０
１
万
円

緑
あ
ふ
れ
る
ま
ち

総
額
24
億
１
、８
４
７
万
円

活
力
あ
る
ま
ち

総
額
２
７
５
億
７
、７
７
２
万
円
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霧
島
山
の
新
燃
岳
の
火
山
噴
火
、
東
日
本
で
発
生
し
た
大
震
災
な
ど
、
市
民
の
不
安

は
募
る
ば
か
り
で
す
。
し
か
し
、
そ
う
し
た
中
に
一
日
も
早
い
復
興
を
願
い
、
市
に

は
日
本
中
か
ら
さ
ま
ざ
ま
な
支
援
を
頂
い
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
温
か
い
支
援
を
力

に
変
え
、
こ
の
苦
境
を
乗
り
越
え
て
い
き
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
必
死
に
震
災
と
戦
っ

て
い
る
人
た
ち
を
支
援
し
、
心
を
一
つ
に
し
て
日
本
を
再
生
し
ま
し
ょ
う
。

◎
問
い
合
わ
せ　

危
機
管
理
課　

☎
23-

2
1
2
9

西岳地区
自治公民館連絡協議会
会長 坂元和雄さん

西
岳
地
区
は
新
燃
岳
の
噴
火
で
多

量
の
噴
石
や
灰
が
降
り
、
地
域
住
民

は
何
を
ど
う
し
て
良
い
か
分
か
ら
ず

途
方
に
暮
れ
ま
し
た
。
直
後
か
ら
地

域
住
民
ら
に
よ
る
灰
の
除
去
が
始
ま

り
、
そ
の
後
も
多
く
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
が
訪
れ
、
高
齢
者
宅
の
屋
根
な
ど

の
除
灰
作
業
を
し
て
も
ら
い
感
謝
し

て
い
ま
す
。
飼
料
作
物
や
シ
カ
に
よ

る
家
庭
菜
園
へ
の
被
害
も
心
配
で
す

が
一
番
の
問
題
は
土
石
流
対
策
。
昨

年
の
豪
雨
災
害
を
教
訓
に
６
月
に
は

防
災
訓
練
を
行
う
予
定
で
す
。
行
政

任
せ
で
は
な
く
自
分
た
ち
で
で
き
る

こ
と
は
率
先
し
て
行
い
、
住
民
同
士

の
結
い
を
大
切
に
し
、
地
域
住
民
の

安
全
を
守
っ
て
い
き
ま
す
。

突
然
の
東
日
本
大
震
災

市
で
は
、
口
蹄
疫
や
新
燃
岳
の
噴
火
な

ど
で
全
国
各
地
か
ら
、
義
援
金
や
さ
ま
ざ

ま
な
物
資
の
支
援
、
人
の
派
遣
な
ど
を
受

け
、
そ
れ
を
力
に
変
え
、
通
常
の
生
活
を

取
り
戻
し
つ
つ
あ
り
ま
す
。
そ
の
よ
う
な

中
、
３
月
11
日
に
発
生
し
た
東
北
地
方
太

平
洋
沖
地
震
の
被
害
は
、
想
像
も
で
き
な

い
規
模
に
拡
大
し
て
い
ま
す
。

市
で
は
、
３
月
14
日
に
消
防
局
職
員
な

ど
12
人
を
現
地
に
派
遣
。
職
員
ら
は
被
災

地
で
の
人
命
救
助
な
ど
へ
の
対
応
に
当
た

り
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
の
恩
に
報
い
る
た

め
に
も
、
今
後
の
状
況
に
よ
っ
て
は
、
さ

ら
な
る
派
遣
や
そ
の
ほ
か
の
支
援
も
行
っ

て
い
き
ま
す
。
震
災
復
興
に
向
け
た
市
の

支
援
に
市
民
の
皆
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

変
わ
ら
ぬ
土
石
流
へ
の
警
戒

こ
れ
か
ら
本
格
的
な
梅
雨
時
期
を
迎
え

る
こ
と
か
ら
、
土
石
流
が
発
生
す
る
可
能

性
が
高
ま
っ
て
き
て
い
ま
す
。
今
後
も
市

で
は
、
国
や
県
の
雨
量
情
報
を
注
視
す
る

と
と
も
に
気
象
庁
に
加
え
、
民
間
の
気
象

情
報
な
ど
も
取
り
入
れ
な
が
ら
、
警
戒
態

勢
を
と
っ
て
い
き
ま
す
。

東
日
本
大
震
災
で
は
改
め
て
、
避
難
の

重
要
性
を
認
識
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。
こ
れ

を
教
訓
と
し
、
市
か
ら
避
難
情
報
の
発
表

が
あ
っ
た
と
き
に
は
、
速
や
か
な
避
難
を

お
願
い
し
ま
す
。

ま
た
、
災
害
か
ら
身
を
守
る
に
は
、
確

か
な
情
報
を
早
め
に
知
る
こ
と
が
大
事
。

テ
レ
ビ
や
ラ
ジ
オ
に
加
え
、
防
災
無
線
や

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
か
ら
情
報
を
得
て
、

早
め
の
避
難
を
心
掛
け
ま
し
ょ
う
。

人
と
の
結
い
が

一
番
の
防
災
対
策

つ
な
が
る
思
い

つ
な
ご
う
希
望
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マスクの着用を
新燃岳の噴火以降、セ

キやタンが増えたり、喉
の痛みを訴える人が増加
したりしました。ぜんそ
くの患者については、発
作を起こす人も多いよう
です。
降灰から身を守るに

は、できるだけ外出をし

広
が
る
支
援
の
輪

自
治
公
民
館
や
Ｐ
Ｔ
Ａ
な
ど
の
呼
び
掛

け
で
住
宅
周
辺
や
通
学
路
の
清
掃
作
業
が

行
わ
れ
る
な
ど
、
市
民
が
中
心
と
な
っ
た

除
灰
作
業
が
進
み
ま
し
た
。
ま
た
、
鹿
児

島
市
か
ら
貸
与
し
て
も
ら
っ
た
ロ
ー
ド
ス

イ
ー
パ
ー
な
ど
に
よ
る
道
路
の
路
面
清
掃

の
総
延
長
は
約
３
０
０
㌔
に
も
上
り
、
環

境
は
格
段
に
改
善
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
遠
く
は
滋
賀
県
な
ど
１
、６
０

０
人
を
超
え
る
人
た
ち
か
ら
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
の
申
し
込
み
が
あ
り
、
家
庭
内
の
火
山

灰
の
除
灰
作
業
な
ど
に
協
力
し
て
も
ら
い

ま
し
た
。

宮
崎
市
か
ら
１
０
７
人
の
職
員
と
一
緒

に
清
掃
作
業
に
当
た
っ
た
浜
崎
和
男
建
設

部
長
は
「
降
灰
被
害
を
見
て
呼
び
か
け
た

と
こ
ろ
、
快
く
参
加
し
て
も
ら
っ
た
。
少

し
で
も
手
助
け
に
な
れ
ば
」
と
高
木
原
緑

道
の
清
掃
に
汗
を
流
し
て
い
ま
し
た
。

こ
の
ほ
か
に
も
支
援
物
資
や
義
援
金
、

心
温
ま
る
応
援
メ
ッ
セ
ー
ジ
な
ど
を
全
国

か
ら
頂
い
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
支
援
の

輪
に
感
謝
し
、
復
興
に
向
け
て
市
民
一
丸

と
な
り
頑
張
り
ま
し
ょ
う
。

松山医院
松山幹太郎医師

ないのが一番ですが、どうしても外出しなくて
はならない時は降灰の少ない時を見計らいマス
クを着用してから外出するようにしましょう。
特に、肺に疾患がある人は注意をしてください。
子どもは長時間、外で遊ばせないようにし、
マスクの着用を徹底してください。
また、火山灰は呼吸器系の疾患だけではなく、

目に入れば角膜炎などを引き起こす恐れがあり
ます。異常を感じた時は早めの受診を心掛けて
ください。

家庭菜園などでの降灰対策
市へ降った灰の性質は、弱酸性で有害な成分

は少なく、そのまますき込んでも土壌への影響
は比較的少ないと分析されています。降灰量に
よっても違いますので、作付けの際には、以下
の点に注意ください。

【降灰対策のポイント】
① 降灰量が３㎝以上の場合は、土壌の性質が変
わっている可能性があります。可能な限り持
ち出し、作付け前に十分、耕しましょう

② すき込む場合には、通常の施肥用量に加え、
中和するために石灰質資材を加える必要があ
ります。目安は、１㎝の降灰のある畑で１㎡
当たり20ｇ程度です

【作物の生育などの相談窓口】
北諸県農業改良普及センター　☎38-1554
※ 詳しい降灰対策については、市や県のホーム
ページでも掲載しています

降灰への備えと対策

霧島山の新燃岳
約300年ぶりのマグマ噴火特集

頑
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◆
活
動
の
流
れ

◆
活
動
の
内
容

１ 

保
育
施
設
な
ど
へ
の
送
迎
や
、
そ
の

前
後
に
子
ど
も
を
預
か
る
こ
と

２ 

学
校
の
放
課
後
、
ま
た
は
放
課
後
児

童
ク
ラ
ブ
終
了
後
に
、
子
ど
も
を
預

か
る
こ
と

３ 

子
ど
も
が
軽
度
の
病
気
の
場
合
に
、

子
ど
も
を
預
か
る
こ
と

４ 

冠
婚
葬
祭
や
ほ
か
の
子
ど
も
の
学
校

行
事
の
際
に
子
ど
も
を
預
か
る
こ
と

５ 

買
い
物
な
ど
外
出
の
際
に
、
子
ど
も

を
預
か
る
こ
と

６ 

そ
の
ほ
か
、
子
育
て
支
援
に
関
す
る

こ
と

◆
活
動
準
備

援
助
活
動
は
利
用
会
員
と
援
助
会
員

が
事
前
に
十
分
な
打
ち
合
わ
せ
を
行

い
、
両
者
合
意
の
上
で
行
わ
れ
ま
す
。

◆
補
償
保
険
な
ど

援
助
活
動
の
実
施
に
際
し
、
補
償
保

険
な
ど
に
加
入
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

保
険
料
は
都
城
市
フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ

ー
ト
・
セ
ン
タ
ー
が
負
担
し
ま
す
。

◆
利
用
料
金

祝
日
を
除
く
月
〜
金
曜
日
の
午
前
７

時
〜
午
後
７
時
は
１
時
間
当
た
り
６
０

０
円
、
そ
れ
以
外
は
１
時
間
当
た
り
７

０
０
円

◆
会
員
の
要
件
な
ど

●
利
用
会
員

① 

市
内
に
居
住
し
、
小
学
６
年
生
（
障

が
い
の
あ
る
場
合
は
18
歳
）
ま
で
の

子
ど
も
を
養
育
し
、
子
育
て
な
ど
の

支
援
を
希
望
す
る
人

② 

市
内
の
保
育
園
、
幼
稚
園
、
学
校
、

施
設
な
ど
に
通
園
、
通
学
、
通
所
す

る
小
学
６
年
生
（
障
が
い
の
あ
る
場

合
は
18
歳
）
ま
で
の
子
ど
も
を
養
育

し
、
子
育
て
な
ど
の
支
援
を
希
望
す

る
人

●
援
助
会
員

市
内
に
居
住
し
、
子
育
て
支
援
に
意

欲
の
あ
る
20
歳
以
上
の
心
身
と
も
に
健

康
な
人
（
資
格
な
ど
は
不
要
）

●
登
録
料　

無
料

※ 

会
員
登
録
す
る
場
合
に
は
都
城
市
フ

ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン
タ
ー

主
催
の
講
習
会
受
講
が
必
要
で
す

連
絡　

利
用
会
員
か
ら
都
城
市
フ

ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン
タ

ー
へ
援
助
依
頼
の
連
絡
を
し
ま
す

調
整　

都
城
市
フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ

ポ
ー
ト
・
セ
ン
タ
ー
は
、
利
用
会

員
か
ら
の
依
頼
内
容
に
合
わ
せ

て
、
援
助
会
員
を
探
し
、
利
用
会

員
に
紹
介
し
ま
す

事
前
打
ち
合
わ
せ　

利
用
会
員
と

援
助
会
員
が
安
心
し
て
活
動
が
で

き
る
よ
う
、
活
動
開
始
前
に
、
十

分
な
事
前
打
ち
合
わ
せ
を
行
い
ま

す報
告　

援
助
会
員
は
活
動
報
告
書

を
ま
と
め
て
、
都
城
市
フ
ァ
ミ
リ

ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン
タ
ー
に
提

出
し
ま
す

相互援助活動

❺事前打ち合わせ

❶
会
員
登
録

❷
援
助
依
頼
申し
込
み

❼利用料金の支払い

❻サービスの提供

❶
会
員
登
録

❽
活
動
報
告

❸
援
助
打
診

❹
援
助
会
員
紹
介

❻サ

都
城
市
フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン
タ
ー

に
登
録
し
、
相
互
援
助
活
動
に
参
加
し
ま
せ
ん

か
。
相
互
援
助
活
動
と
は
育
児
な
ど
の
援
助
を

受
け
た
い
人
（
利
用
会
員
）
と
育
児
な
ど
の
援

助
を
行
い
た
い
人
（
援
助
会
員
）
と
が
会
員
に

な
っ
て
、
お
互
い
に
助
け
合
う
活
動
で
す
。

◎
問
い
合
わ
せ

都
城
市
フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン
タ
ー

☎
26-

3
8
1
0

都城市ファミリー・
サポート・センター

利用会員 援助会員

活
動　

事
前
打
ち
合
わ
せ
の
内
容

に
沿
っ
て
活
動
し
ま
す
。
活
動
終

了
後
、
利
用
会
員
は
援
助
会
員
に

直
接
利
用
料
金
を
支
払
い
ま
す
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切
り
取
り
線

種類
月 固定資産税 市県民税 国民健康

保険税
後期高齢者
医療保険料 介護保険料 軽自動車税

23年 ４月 １期
５月２日（月）

５月 １期
５月31日（火）

６月 １期
６月30日（木）

１期
６月30日（木）

７月 ２期
８月１日（月）

２期
８月１日（月）

１期
８月１日（月）

１期
８月１日（月）

８月 ２期
８月31日（水）

３期
８月31日（水）

２期
８月31日（水）

２期
８月31日（水）

９月 ４期
９月30日（金）

３期
９月30日（金）

３期
９月30日（金）

10月 ３期
10月31日（月）

５期
10月31日（月）

４期
10月31日（月）

４期
10月31日（月）

11月 ６期
11月30日（水）

５期
11月30日（水）

５期
11月30日（水）

12月 ３期
12月26日（月）

７期
12月26日（月）

６期
12月26日（月）

６期
12月26日（月）

24年 １月 ４期
１月31日（火）

８期
１月31日（火）

７期
１月31日（火）

７期
１月31日（火）

２月 ４期
２月29日（水）

９期
２月29日（水）

８期
２月29日（水）

８期
２月29日（水）

３月 10期
４月２日（月）

※ 「納期限」「口座振替日」は、納付月の末日（12月は12月25日）。ただし、納期限が土・日曜日、祝日の場合は、
その翌日が納期限となります

◎
納
付
場
所

●     次の
金
融
機
関
の
窓
口

宮
崎
銀
行
、
鹿
児
島
銀
行
、
宮
崎
太

陽
銀
行
、
南
日
本
銀
行
、
西
日
本
シ

テ
ィ
銀
行
、
都
城
信
用
金
庫
、
九
州

労
働
金
庫
、
都
城
農
業
協
同
組
合

●     
 

沖
縄
県
を
除
く
九
州
管
内
の
郵
便

局
・
ゆ
う
ち
ょ
銀
行
（
納
期
限
後
は

納
付
で
き
ま
せ
ん
）

●     全国
の
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア

●     
   市

役
所
、
各
総
合
支
所
、
各
地
区
市

民
セ
ン
タ
ー

◎
納
付
の
問
い
合
わ
せ

【
市
県
民
税
・
軽
自
動
車
税
・

固
定
資
産
税
】

納
税
課　

☎
23-

２
１
２
６

【
介
護
保
険
料
】

介
護
保
険
課　

☎
23-

２
５
９
６

【
国
民
健
康
保
険
税
・

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
】

保
険
年
金
課　

☎
23-

７
１
４
４

◎
課
税
内
容
の
問
い
合
わ
せ

【
市
県
民
税
・
軽
自
動
車
税
】

市
民
税
課　

☎
23-

２
１
２
３

【
固
定
資
産
税
】

資
産
税
課　

☎
23-

２
１
２
４

【
介
護
保
険
料
】

介
護
保
険
課　

☎
23-

２
５
９
６

【
国
民
健
康
保
険
税
・

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
】

保
険
年
金
課　

☎
23-

２
６
４
２

◎
各
総
合
支
所
の
連
絡
先

山
之
口
総
合
支
所　

☎
57-

３
１
１
１

高
城
総
合
支
所　
　

☎
58-

２
３
１
１

山
田
総
合
支
所　
　

☎
64-

１
１
１
１

高
崎
総
合
支
所　
　

☎
62-

１
１
１
１

税
・
保
険
料
の
納
付
に
は
、
口
座
振
替
が
便
利
で
す

口
座
振
替
の
申
し
込
み
は
、
金
融
機
関
の
窓
口
に
預
金
通
帳
と
届
け
出
印
お
よ

び
納
税
（
納
付
）
通
知
書
を
持
参
し
、
備
え
付
け
の
申
込
書
に
必
要
事
項
を
記
入

の
上
、
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

※ 

振
り
替
え
開
始
は
申
し
込
み
月
の
翌
月
か
ら
。
た
だ
し
、
月
末
近
く
に
申
し
込

む
と
、
翌
々
月
か
ら
の
振
り
替
え
と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す

コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
で
の
納
付
も
可
能
で
す

コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
で
も
、
市
県
民
税
、
軽
自
動
車
税
、
固
定
資
産
税
、

国
民
健
康
保
険
税
、
介
護
保
険
料
の
納
付
が
で
き
ま
す
。

※ 

後
期
高
齢
者
保
険
料
と
取
扱
期
限
を
過
ぎ
た
納
付
書
は
、
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス

ト
ア
で
の
納
付
は
で
き
ま
せ
ん

平成23年度 市税などの納期限・口座振替日一覧表（普通徴収分）
保 存 版
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引
き
続
き
市
政
発
展
に
尽
力

新
た
に
就
任
し
ま
し
た

■プロフィル
九州共立大学卒。建築士。旧市の市議会議員を３期、
新市になって２期、通算５期目。旧市の産業経済委員
会委員長や新市の議会運営委員会委員長を歴任
※庄内町

第６代
都城市議会副議長

黒
くろ

木
き

優
ゆう

一
いち

（51歳）

総括担当副市長

前
まえ

田
だ

公
きみ

友
とも

（64歳）

■プロフィル
上智大学卒。昭和46年４月宮崎県に入庁。平成14年４
月県総務部参事兼総務課長。15年３月県退職、同年４
月山之口町長。18年２月市収入役。19年４月事業担当
副市長、22年７月総括担当副市長　※山之口町

４
月
１
日
か
ら
、
市
役
所
の
組
織

や
事
務
体
制
の
一
部
を
変
更
し
ま

す
。主
な
見
直
し
は
次
の
通
り
で
す
。

新
燃
岳
噴
火
対
策
の

体
制
強
化

危
機
管
理
課
に
新
た
に
新
燃
岳
対

策
監
を
配
置
す
る
ほ
か
担
当
職
員
を

増
員
し
、
土
石
流
や
泥
流
な
ど
の
災

害
に
対
し
て
迅
速
か
つ
的
確
に
対
応

で
き
る
防
災
体
制
の
強
化
を
図
り
ま

す
。

◎
総
務
部
危
機
管
理
課

☎
23-

２
１
２
９

農
業
委
員
会
事
務
局

体
制
の
見
直
し

分
室
を
廃
止
し
、
本
庁
事
務
局
機

能
を
強
化
し
ま
す
。
こ
れ
ま
で
分
室

で
行
っ
て
い
た
事
務
は
、
各
総
合
支

所
産
業
振
興
課
が
担
当
し
ま
す
。

◎
農
業
委
員
会
事
務
局

☎
23-
７
８
６
８

農
業
集
落
排
水

使
用
料
窓
口
の
変
更

農
業
集
落
排
水
使
用
料
の
徴
収
事

務
は
、
上
水
道
料
金
シ
ス
テ
ム
と
の

統
合
に
よ
り
水
道
局
業
務
課
が
担
当

し
ま
す
。
な
お
、
施
設
の
設
置
や
管

理
、
分
担
金
に
関
す
る
事
務
は
、
引

き
続
き
農
村
整
備
課
と
各
総
合
支
所

産
業
振
興
課
が
担
当
し
ま
す
。

【
農
業
集
落
排
水
施
設
使
用
料

徴
収
に
関
す
る
事
務
】

◎
水
道
局
業
務
課　

☎
23-

４
５
１
０

【
施
設
の
設
置
・
管
理
お
よ
び

分
担
金
に
関
す
る
事
務
】

◎
農
村
整
備
課

☎
23-

２
９
８
１

◎
山
之
口
産
業
振
興
課

☎
57-

３
１
１
１
（
代
表
）

◎
高
城
産
業
振
興
課

☎
58-

２
３
１
１
（
代
表
）

◎
山
田
産
業
振
興
課

☎
64-

１
１
１
１
（
代
表
）

◎
高
崎
産
業
振
興
課

☎
62-

１
１
１
１
（
代
表
）

■
市
民
の
皆
さ
ん
へ

４
月
１
日
か
ら
引
き
続
き
、
総
括

担
当
副
市
長
を
拝
命
し
ま
し
た
。

今
、
都
城
市
は
新
燃
岳
噴
火
に
伴

う
防
災
対
策
や
口
蹄
疫
な
ど
の
防
疫

対
策
、
さ
ら
に
は
東
北
太
平
洋
沖
地

震
災
害
へ
の
対
応
な
ど
喫
緊
か
つ
重

大
な
課
題
に
直
面
し
て
い
ま
す
。

こ
う
し
た
厳
し
い
状
況
の
中
で
市

長
を
補
佐
し
な
が
ら
、
市
民
福
祉
の

向
上
と
市
政
発
展
の
た
め
に
、
全
力

を
尽
く
し
て
ま
い
り
ま
す
の
で
よ
ろ

し
く
お
願
い
し
ま
す
。

■
市
民
の
皆
さ
ん
へ

私
は
去
る
３
月
１
日
に
、
第
６
代

副
議
長
に
就
任
し
ま
し
た
。
あ
ら
た

め
て
市
政
発
展
に
全
身
全
霊
を
捧
げ

る
覚
悟
で
す
。

本
市
は
、
昨
年
の
口
蹄
疫
、
ゲ
リ

ラ
豪
雨
災
害
に
続
き
、
新
燃
岳
噴
火

災
害
に
見
舞
わ
れ
て
い
ま
す
。

市
民
生
活
と
地
域
産
業
の
一
日
も

早
い
復
興
の
た
め
、
議
会
も
一
丸
と

な
り
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

今
後
と
も
市
民
の
皆
様
に
は
ご
指

導
の
ほ
ど
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

機
構
改
革
▼
４
月
１
日
か
ら
新
し
い
組
織
で
ス
タ
ー
ト

市
役
所
の
組
織
が
変
わ
り
ま
す

◎
問
い
合
わ
せ　

行
政
改
革
課　

☎
23-

7
1
6
1

変更

強化見直し
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供用開始区間

設
置
期
限
ま
で
あ
と
2
カ
月

住
宅
用
火
災
警
報
器
の

設
置
は
済
ん
で
い
ま
す
か

総
務
省
消
防
庁
が
全
国
の
住
宅
用
火
災

警
報
器
の
設
置
状
況
に
つ
い
て
調
査
を

行
っ
た
結
果
、
平
成
22
年
12
月
時
点
で

本
市
の
火
災
警
報
器
設
置
率
は
43
・
2

㌫
で
、
全
国
平
均
の
63
・
6
㌫
を
大
き

く
下
回
っ
て
い
ま
す
。
6
月
1
日
か
ら

は
警
報
器
の
設
置
が
完
全
義
務
化
と
な

り
ま
す
。「
設
置
義
務
化
は
知
っ
て
い

る
け
ど
、
ま
だ
先
の
こ
と
」
と
思
っ
て

い
る
人
は
、早
め
に
設
置
し
ま
し
ょ
う
。

◎
問
い
合
わ
せ　

消
防
局
予
防
課

☎
22-

8
8
8
4

 

住
宅
用
火
災
警
報
器
は

ど
こ
に
設
置
す
れ
ば
い
い
の
？

火
災
警
報
器
は
「
寝
室
」
と
「
階

段
」
へ
の
設
置
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い

ま
す
。
１
階
以
外
に
も
寝
室
が
あ
る
場

合
は
寝
室
が
あ
る
階
の
階
段
に
も
設
置

が
必
要
で
す
。

な
ぜ「
寝
室
」と「
階
段
」に

設
置
す
る
の
？

住
宅
火
災
に
よ
る
死
者
は
、
就
寝
中

都
城
志
布
志
道
路
は
、
国
道
10
号
の
都
城

イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ（
IC
）付
近
か
ら
曽
於

市
を
経
由
し
て
志
布
志
港
へ
至
る
約
42
㌔

の
道
路
で
す
。
4
月
19
日
に
五
十
町
IC
か

ら
梅
北
IC
間
約
3
・
2
㌔
が
開
通
し
ま
す
。

交
差
点
な
ど
が
な
く
無
料
の
自
動
車
専
用

道
路
で
す
の
で
ぜ
ひ
利
用
く
だ
さ
い
。

◎
問
い
合
わ
せ　

都
市
計
画
課

☎
23-

2
0
9
0

■ 

志
布
志
港
ま
で
約
40
分

都
城
志
布
志
道
路
は
、
国
や
宮
崎
県
、

鹿
児
島
県
に
よ
っ
て
整
備
が
進
め
ら
れ
て

い
て
、
全
線
が
開
通
す
る
と
都
城
IC
か
ら

志
布
志
IC
ま
で
の
所
要
時
間
が
約
70
分
か

ら
約
40
分
に
短
縮
さ
れ
ま
す
。

■
宮
崎
県
側
で
初
の
供
用
開
始

鹿
児
島
県
で
は
、
末
吉
IC
か
ら
有
明
北

IC
間
が
開
通
し
て
い
ま
す
が
、
４
月
19
日

㈫
に
開
通
す
る
五
十
町
IC
か
ら
梅
北
IC
間

は
、
宮
崎
県
側
で
初
の
供
用
区
間
と
な
り

ま
す
。
今
後
は
、
平
塚
IC
か
ら
五
十
町
IC

間
が
平
成
23
年
度
中
に
開
通
予
定
で
す
。

の
時
間
帯
で
あ
る
深
夜
か
ら
明
け
方
に

か
け
て
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
時

間
帯
に
、
で
き
る
だ
け
早
く
火
災
に
気

付
き
、
逃
げ
遅
れ
を
防
ぐ
た
め
に
設
置

が
義
務
付
け
ら
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
居
間
や
台
所
に
は
設
置
義
務

は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
コ
ン
ロ
火
災
な
ど

を
防
ぐ
た
め
に
も
火
災
警
報
器
の
設
置

を
お
薦
め
し
ま
す
。

消
防
職
員
が
直
接
訪
問
販
売
を

す
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん

今
年
度
は
、
消
防
局
が
任
命
し
た
設

置
推
進
員
が
戸
別
訪
問
し
て
、
チ
ラ
シ

に
よ
る
設
置
啓
発
や
設
置
状
況
調
査
を

計
画
し
て
い
ま
す
。
火
災
警
報
器
の
訪

問
販
売
や
、
特
定
の
業
者
を
あ
っ
せ
ん

す
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
火
災
警

報
器
の
販
売
に
名
を
借
り
た
悪
質
な
販

売
に
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。
火
災
警
報

器
は
市
内
の
販
売
店
や
電
器
店
、
量
販

店
で
購
入
で
き
、
ド
ラ
イ
バ
ー
１
本
で

取
り
付
け
で
き
ま
す
。

● 

日
時　

４
月
17
日
㈰

受
付
：
９
時
〜

開
会
：
９
時
30
分

● 

集
合
場
所　

今
町
IC
（
今
町
小

学
校
付
近
）
※
案
内
看
板
あ
り

●
定
員　

先
着
５
０
０
人

● 

持
参
す
る
物　

タ
オ
ル
、
飲
料

水
、帽
子
、健
康
保
険
証（
写
し
）

● 

そ
の
他　

駐
車
場
は
今
町
小
学

校
や
下
今
町
公
民
館
を
利
用

※ 

ス
ペ
ー
ス
に
限
り
が
あ
り
ま
す

の
で
、
乗
り
合
わ
せ
や
公
共
機

関
を
利
用
く
だ
さ
い

● 

申
し
込
み　

４
月
14
日
㈭
ま

で
に
電
話
ま
た
は
フ
ァ
ク
ス

（
フ
ァ
ク
ス
の
場
合
は
、
住
所
、

氏
名
、
年
齢
、
電
話
番
号
、
集

合
手
段
を
明
記
）
で
健
康
課

☎
23-

２
７
６
５

23-

４
８
４
６

都
城
志
布
志
道
路
開
通
記
念

ウ
オ
ー
キ
ン
グ
大
会

（
要
申
し
込
み
）

4
月
19
日
に
開
通
し
ま
す

都
城
志
布
志
道
路

五
十
町
IC
〜
梅
北
IC
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い
つ
の
世
も
勤
め
人
は
つ
ら
い
よ

高
木
春
日
神
社
の
ベ
ブ
ど
ん

そ
の
年
の
五
穀
豊
穣
を
願
う
市
の
無

形
民
俗
文
化
財
「
ベ
ブ
ど
ん
」
が
２
月

20
日
、
高
木
町
の
春
日
神
社
で
奉
納
さ

れ
ま
し
た
。
親
方
役
と
下
男
役
に
ふ
ん

し
た
保
存
会
の
会
員
が
し
っ
く
い
製
の

神
牛
（
ベ
ブ
）
を
使
い
、
田
打
ち
か
ら

種
ま
き
ま
で
の
一
連
の
農
作
業
の
様
子

を
お
も
し
ろ
お
か
し
く
熱
演
。
厳
し
い

口
調
で
命
令
す
る
親
方
と
諸
県
弁
で
ほ

ろ
め
く
（
愚
痴
を
言
う
）
下
男
の
ユ
ー

モ
ラ
ス
な
や
り
取
り
に
会
場
は
笑
い
に

包
ま
れ
て
い
ま
し
た
。
お
ば
あ
ち
ゃ
ん

と
来
て
い
た
待
木
将
吾
く
ん（
高
木
町
）

は
「
言
葉
が
難
し
か
っ
た
け
ど
お
も
し

ろ
か
っ
た
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

作
る
！
楽
し
む
！
す
べ
て
子
ど
も
中
心

子
ど
も
フ
ェ
ス
ティ
バ
ル

市
内
の
小
学
生
が
実
行
委
員
と
な
っ

て
企
画
運
営
す
る
子
ど
も
フ
ェ
ス
テ
ィ

バ
ル
が
２
月
20
日
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ

ン
タ
ー
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
今
年
で
４

回
目
を
数
え
る
子
ど
も
た
ち
に
よ
る
手

作
り
の
祭
り
に
約
１
、８
０
０
人
が
来

場
。
訪
れ
た
家
族
連
れ
ら
は
ペ
ッ
ト
ボ

ト
ル
ボ
ウ
リ
ン
グ
や
お
化
け
屋
敷
、
親

子
工
作
教
室
な
ど
、
子
ど
も
た
ち
が
考

え
た
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
を
楽
し
ん
で
い

ま
し
た
。
お
化
け
屋
敷
を
体
験
し
た
林

美
穂
さ
ん（
明
道
小
２
年
）は
「
理
科
室

や
音
楽
室
な
ど
か
ら
い
ろ
い
ろ
な
お
化

け
が
出
て
き
て
怖
か
っ
た
」
と
あ
ま
り

の
怖
さ
に
涙
を
浮
か
べ
て
い
ま
し
た
。

外
国
の
遊
び
を
と
お
し
て
国
際
交
流

世
界
の
遊
び
を
体
験

高
崎
小
学
校
で
２
月
23
日
、
世
界
の

遊
び
を
体
験
す
る
授
業
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
市
国
際
交
流
員
が
同
小
２
年
生
41

人
に
母
国
の
遊
び
を
紹
介
。
だ
る
ま
さ

ん
が
転
ん
だ
に
似
た
ア
メ
リ
カ
の
遊
び

で
は
「
グ
リ
ー
ン
」「
レ
ッ
ド
」
の
掛

け
声
に
合
わ
せ
、
児
童
ら
は
走
っ
た
り

止
ま
っ
た
り
し
て
ゴ
ー
ル
を
目
指
し
ま

し
た
。
ま
た
、
モ
ン
ゴ
ル
の
鬼
ご
っ
こ

や
ハ
ン
カ
チ
を
使
っ
た
中
国
の
遊
び
に

声
を
弾
ま
せ
て
い
ま
し
た
。
参
加
し
た

子
ど
も
た
ち
は
「
英
語
が
短
い
の
で
、

止
ま
る
タ
イ
ミ
ン
グ
が
難
し
か
っ
た
」

と
戸
惑
い
な
が
ら
も「
ま
た
遊
び
た
い
」

と
初
め
て
の
体
験
を
楽
し
み
ま
し
た
。

心
に
も
栄
養
注
入

都
城
市
健
康
づ
く
り
大
会

食
改
善
推
進
員
や
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
推

進
員
な
ど
地
域
で
健
康
づ
く
り
を
推
進

す
る
団
体
や
市
民
ら
３
７
６
人
が
参
加

し
て
２
月
22
日
、
健
康
づ
く
り
大
会
が

総
合
文
化
ホ
ー
ル
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

ス
テ
ー
ジ
で
は
高
崎
地
区
健
康
づ
く
り

会
に
よ
る
健
康
体
操
が
披
露
さ
れ
た
ほ

か
、
４
団
体
が
日
ご
ろ
の
健
康
づ
く
り

活
動
を
発
表
し
ま
し
た
。
発
表
に
続
い

て
宮
崎
大
学
の
江
藤
敏
治
准
教
授
が

「
健
康
づ
く
り
は
元
気
づ
く
り
‼
」
と

題
し
て
講
演
。「
健
康
の
た
め
に
は
知
識

だ
け
で
は
な
く
、
人
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
を
と
る
こ
と
で
心
に
栄
養
を
与

え
る
こ
と
が
大
切
」
と
訴
え
ま
し
た
。

まちの
話題
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日
本
古
来
の
伝
統
文
化
に
触
れ
る

舞
台
芸
術
体
験

能
楽
の
巡
回
公
演
が
２
月
24
日
、
高

崎
麓
小
学
校
で
開
か
れ
全
校
児
童
42
人

が
参
加
し
ま
し
た
。
伝
統
芸
能
に
触
れ

て
関
心
を
持
っ
て
も
ら
う
た
め
に
実
施

さ
れ
る
子
ど
も
の
た
め
の
優
れ
た
舞
台

芸
術
体
験
事
業
の
一
環
。
大
阪
市
を
拠

点
と
し
て
活
動
す
る
山
本
能
楽
会
が
能

楽
に
使
う
鼓
や
笛
を
紹
介
し
た
ほ
か
、

刀
剣
職
人
と
キ
ツ
ネ
の
精
霊
が
登
場
す

る
「
小こ

鍛か

治じ

」
を
披
露
。
初
め
て
触
れ

る
幽
玄
の
世
界
に
児
童
ら
は
熱
心
に
鑑

賞
し
て
い
ま
し
た
。中
野
彩
華
さ
ん（
６

年
）
は
「
初
め
て
能
楽
を
見
て
、
次
回

か
ら
テ
レ
ビ
で
も
見
て
み
よ
う
と
思
い

ま
し
た
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

ほ
っ
と
で
き
る
ひ
と
と
き

2
0
1
1
神
柱
ピ
ク
ニッ
ク

手
造
り
雑
貨
や
飲
食
店
が
集
う
、
神

柱
ピ
ク
ニ
ッ
ク
が
寒
い
冬
の
都
城
を
盛

り
上
げ
よ
う
と
２
月
27
日
、
神
柱
公
園

で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
今
年
は
、
市
内

外
か
ら
約
70
店
舗
が
参
加
。
雑
貨
店
で

は
手
造
り
の
ア
ク
セ
サ
リ
ー
や
バ
ッ

ク
、
木
工
製
品
な
ど
が
並
ん
だ
ほ
か
、

飲
食
店
に
は
当
日
限
定
の
コ
ラ
ボ
ラ
ン

チ
な
ど
を
目
当
て
に
た
く
さ
ん
の
人
が

列
を
作
っ
て
い
ま
し
た
。
西
島
璃り

り々

乃の

さ
ん（
東
小
５
年
）
は「
デ
コ
レ
ー
シ
ョ

ン
し
て
あ
る
ス
ト
ラ
ッ
プ
の
中
に
気
に

入
っ
た
も
の
が
あ
っ
て
よ
か
っ
た
。
ま

だ
、
ほ
か
の
お
店
も
見
て
回
り
た
い
」

と
笑
顔
を
見
せ
て
い
ま
し
た
。

県
内
外
か
ら
腕
自
慢
が
集
結

ア
ー
ム
レ
ス
リ
ン
グ
南
九
州
大
会

第
６
回
ア
ー
ム
レ
ス
リ
ン
グ
南
九
州

大
会
が
２
月
27
日
、
西
都
城
駅
構
内
で

行
わ
れ
ま
し
た
。
勝
者
は
全
国
大
会
へ

の
切
符
を
手
に
す
る
こ
と
が
で
き
る
と

あ
っ
て
、
県
内
外
か
ら
腕
力
に
自
信
の

あ
る
53
人
が
集
結
。
選
手
ら
は
、
気
合

の
こ
も
っ
た
表
情
で
競
技
台
に
ひ
じ
を

乗
せ
、
互
い
に
手
を
組
み
合
っ
た
後
、

審
判
の
合
図
と
と
も
に
全
体
重
を
か

け
、一
気
に
決
着
を
つ
け
て
い
ま
し
た
。

男
子
右
腕
65
㌔
未
満
の
部
で
優
勝
し
た

黒く
ろ

土つ
ち

勝
太
郎
さ
ん（
北
九
州
市
）
は「
全

国
で
は
若
い
力
が
台
頭
し
て
き
て
い
ま

す
。
負
け
な
い
よ
う
に
優
勝
目
指
し
て

頑
張
り
ま
す
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

一
人
一
人
が
火
災
予
防
に
努
め
よ
う

消
防
広
場

２
月
27
日
、
春
の
消
防
広
場
が
東
中

町
通
り
で
開
か
れ
ま
し
た
。
３
月
１
日

か
ら
始
ま
る
春
季
火
災
予
防
週
間
を
前

に
、
火
災
予
防
に
努
め
て
も
ら
お
う
と

実
施
さ
れ
た
も
の
で
約
５
０
０
人
が
来

場
。
歩
行
者
天
国
と
な
っ
た
会
場
に
は

救
急
車
や
消
防
車
８
台
の
体
験
搭
乗
や

住
宅
火
災
警
報
器
の
説
明
な
ど
が
行
わ

れ
、
訪
れ
た
家
族
連
れ
ら
は
火
災
を
未

然
に
防
ぐ
た
め
の
方
法
を
確
認
し
合
っ

て
い
ま
し
た
。
水
消
火
器
に
よ
る
消
火

体
験
を
し
た
福
満
佳
歩
ち
ゃ
ん
（
三
股

町
）
は
「
ラ
イ
タ
ー
な
ど
一
人
で
火
を

使
わ
な
い
よ
う
に
し
た
い
」
と
話
し
て

い
ま
し
た
。

都城市ホームページの「まちの話題Web版」もご覧ください
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が
ん
ば
ろ
う
都
城
！　
広
が
れ
！

み
や
こ
ん
じ
ょ
ボ
ラ
ン
ティ
ア
の
輪

福
祉
ま
つ
り
実
行
委
員
会
委
員
長

委
員
会
が
呼
び
掛
け
ま
し
た
。
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
日
宣
言
の
後
、
総
合
社
会
福

祉
セ
ン
タ
ー
の
周
り
や
中
央
通
り
、
降

灰
の
ひ
ど
か
っ
た
山
田
町
の
福
祉
施
設

な
ど
を
実
行
委
員
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の

人
た
ち
約
２
５
０
人
が
清
掃
活
動
を
行

い
ま
し
た
。

幼
い
頃
、
両
親
か
ら
人
に
尽
く
す
こ

と
の
大
切
さ
を
教
え
ら
れ
て
き
た
猪
ヶ

倉
さ
ん
が
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
目
覚
め

た
の
は
、
子
育
て
が
一
段
落
し
た
平
成

元
年
の
こ
ろ
。「
自
分
に
何
か
で
き
る

こ
と
、
他
人
に
役
に
立
つ
こ
と
は
な
い

だ
ろ
う
か
」
と
考
え
始
め
、
婦
人
会
な

ど
の
活
動
を
続
け
な
が
ら
、
社
会
福
祉

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
士
な
ど
の
資
格
を
取

得
。
そ
う
し
た
資
格
を
生
か
し
、
市
内

外
９
カ
所
の
老
人
施
設
や
福
祉
施
設
を

中
心
に
書
道
や
絵
手
紙
、
ち
ぎ
り
絵
な

ど
の
講
師
と
し
て
活
躍
し
て
い
ま
す
。

「
私
が
で
き
る
こ
と
で
必
要
と
さ
れ

る
場
所
が
あ
れ
ば
、
い
つ
で
も
ど
こ
で

も
行
こ
う
」
と
い
う
思
い
で
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
を
続
け
る
猪
ヶ
倉
さ
ん
。
そ
う
し

た
活
動
が
認
め
ら
れ
平
成
21
年
度
に
厚

生
労
働
大
臣
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
功
労
賞
を

受
賞
し
、
現
在
で
は
、
小
中
学
校
や
高

校
な
ど
に
も
出
向
き
、
福
祉
や
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
理
解
普
及
に
努
め
て
い
ま

す
。「新

燃
岳
の
影
響
で
困
っ
て
い
る
人

た
ち
が
多
く
い
る
と
思
う
と
心
が
痛

い
。
だ
れ
も
が
幸
せ
に
暮
ら
せ
る
都
城

に
な
る
た
め
に
、
多
く
の
人
に
参
加
し

て
ほ
し
い
」
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
輪
を

広
げ
る
た
め
に
奮
闘
中
で
す
。

３
月
13
日
に「
が
ん
ば
ろ
う
都
城
！

広
が
れ
！　

み
や
こ
ん
じ
ょ
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
の
輪
」
と
題
し
、
市
内
の

清
掃
活
動
を
行
っ
た
み
や
こ
ん
じ
ょ
福

祉
ま
つ
り
実
行
委
員
会
。
そ
の
実
行
委

員
会
の
委
員
長
が
猪
ヶ
倉
タ
エ
子
さ
ん

（
菖
蒲
原
町
）
で
す
。

新
燃
岳
の
噴
火
に
伴
い
、
毎
年
こ
の

時
期
に
開
催
し
て
い
る
み
や
こ
ん
じ
ょ

福
祉
ま
つ
り
を
中
止
。
そ
の
代
わ
り
に

３
月
の
第
２
日
曜
日
を
「
み
や
こ
ん
じ

ょ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
日
」に
し
よ
う
と
、

猪
ヶ
倉
タ
エ
子
さ
ん
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「
私
た
ち
の
学
校
」

私
た
ち
の
通
う
東
小
学
校
は
、
全

校
児
童
５
４
２
人
の
明
る
く
楽
し
い

学
校
で
す
。
１
年
生
か
ら
６
年
生
ま

で
ど
の
学
年
も
毎
日
仲
良
く
、
学
習

し
た
り
遊
ん
だ
り
し
て
い
ま
す
。

東
小
学
校
で
は
、
毎
年
引
き
継
が

れ
て
い
る
伝
統
と
し
て
、
６
年
生
に

よ
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
行
っ
て

い
ま
す
。毎
朝
、正
門
や
東
門
に
立
っ

て
の
リ
レ
ー
あ
い
さ
つ
や
冬
場
の
イ

チ
ョ
ウ
の
落
ち
葉
掃
き
な
ど
が
活
動

の
中
心
で
す
。
今
年
は
、
そ
れ
に
加

え
て
新
燃
岳
噴
火
に
よ
る
降
灰
の
除

去
も
し
て
い
ま
す
。
雨
の
日
や
、
寒

い
日
な
ど
、
今
日
は
つ
ら
い
な
と
思

う
日
も
あ
り
ま
す
が
、
み
ん
な
が
喜

ぶ
姿
を
思
い
浮
か
べ
な
が
ら
頑
張
っ

て
い
ま
す
。

ほ
か
に
も
東
小
学
校
の
特
色
と
し

て
、
東
っ
子
タ
イ
ム
と
い
う
時
間
が

あ
り
ま
す
。
こ
の
時
間
は
、
総
務
委

員
会
の
人
た
ち
が
中
心
に
な
っ
て
、

全
校
児
童
み
ん
な
が
楽
し
め
る
い
ろ

い
ろ
な
企
画
を
す
る
時
間
で
す
。
今

年
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
特
技
を
紹
介
す

る
全
校
か
く
し
芸
大
会
で
大
い
に
盛

り
上
が
り
ま
し
た
。
私
た
ち
は
、
こ

ん
な
東
小
学
校
が
と
て
も
大
好
き
で

す
。
い
つ
ま
で
も
す
ば
ら
し
い
伝
統

の
あ
る
東
小
学
校
で
あ
っ
て
欲
し
い

と
思
い
ま
す
。

上
段
右
か
ら

6
年
鎌
田
か
り
ん
さ
ん

6
年
前
田
真
理
子
さ
ん

6
年
郡
田
華は
る

奈な

さ
ん

6
年
鈴
木
美み

南な

海み

さ
ん

下
段
右
か
ら

6
年
那
須
千ち

尋ひ
ろ

さ
ん

6
年
本
石
麻ま

乃の

さ
ん

み
な
さ
ん
は「
社
会
起
業
」と
い
う

言
葉
を
ご
存
知
で
し
ょ
う
か
。
貧
困

問
題
な
ど
社
会
問
題
に
対
し
て
ビ
ジ

ネ
ス
の
手
法
を
用
い
、
問
題
解
決
を

目
指
す
経
営
手
法
の
こ
と
で
す
。
私

は
ハ
ル
カ
フ
ァ
ミ
リ
ー
代
表
と
し
て
、

こ
の
故
郷
都
城
で
起
業
し
、
犬
の
糞ふ
ん

問
題
に
取
り
組
み
始
め
て
12
年
に
な

り
ま
す
。
ま
さ
に
社
会
起
業
の
精
神

で
あ
る
「
社
会
の
た
め
に
役
立
ち
た

い
」
と
い
う
情
熱
が
こ
れ
ま
で
の
活

動
を
支
え
、
私
は
現
在
大
学
院
で
社

会
起
業
を
専
門
に
学
ぶ
研
究
者
と
し

て
成
長
し
ま
し
た
。最
近
で
は
、社
会

貢
献
団
体O

SU
SOW

A
K
E Project

を
立
ち
上
げ
、
ケ
ニ
ア
や
イ
ン
ド
で

活
動
す
る
N
P
O
や
N
G
O
の
方
を

応
援
す
る
チ
ャ
リ
テ
ィ
イ
ベ
ン
ト
の

企
画
な
ど
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

常
に
私
が
大
切
に
し
て
い
る
こ
と

は
、
ま
わ
り
へ
の
感
謝
の
気
持
ち
と

社
会
貢
献
の
志
を
強
く
持
つ
こ
と
で

す
。
そ
し
て
、
ど
ん
な
困
難
な
状
況

で
も
心
に
あ
る
の
は
故
郷
の
風
景
で

す
。
育
て
て
く
だ
さ
っ
た
家
族
、
友

人
た
ち
、
母
校
の
恩
師
、
都
城
の
す

べ
て
の
方
へ
感
謝
の
想
い
を
伝
え
る

た
め
に
、
私
は
挑
戦
し
続
け
ま
す
。

都
城
で
は
、
口
蹄
疫
に
鳥
イ
ン
フ

ル
エ
ン
ザ
、
新
燃
岳
の
噴
火
と
、
胸

の
痛
む
出
来
事
が
続
い
て
い
ま
す

が
、
故
郷
を
思
う
人
が
こ
こ
に
も
い

る
こ
と
を
ど
う
か
忘
れ
な
い
で
く
だ

さ
い
。
都
城
で
生
ま
れ
育
っ
た
盆
地

っ
子
と
し
て
、
１
人
の
社
会
起
業
家

と
し
て
こ
れ
か
ら
も
社
会
の
た
め

に
、
故
郷
の
た
め
に
真
心
を
込
め
て

貢
献
し
て
ま
い
り
ま
す
。

社会に貢献すること、
故郷のためにできること
丸野　遥香さん

丸
まる

野
の

遥
はる

香
か

◎プロフィル
昭和62年生まれ。都城泉ケ丘高校出身。慶應義塾大学大
学院政策・メディア研究科修士課程 社会イノベータコー
ス所属。愛犬家のマナーアップ事業「ハルカファミリー」代
表。社会貢献団体「OSUSOWAKE Project」代表

東小学校
上東町11番地20　☎22-3481

◎学校のシンボル
「イチョウ」
校庭の南側にそびえるイチョウ
は、これまで子どもたちの成長
を見守ってきてくれた樹齢約
90年の木です。私たちは、堂々
とそびえ立つイチョウの木が大
好きです
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募　

集

都
城
新
ご
当
地
グ
ル
メ
参
加
店

地
域
の
食
材
を
生
か
し
た
ご
当
地
グ
ル

メ
が
注
目
を
集
め
る
中
、
本
市
で
も
、
肉

の
ま
ち
日
本
一
な
ら
で
は
の
昼
食
メ
ニ
ュ

ー
を
開
発
し
て
い
ま
す
。
グ
ル
メ
開
発
や

昼
食
提
供
に
参
加
を
希
望
す
る
店
舗
は
、

４
月
11
日
㈪
の
17
時
ま
で
に
電
話
で
申
し

込
み
の
上
、
説
明
会
へ
出
席
く
だ
さ
い
。

●
日
時　

４
月
13
日
㈬　

15
時
〜

●
場
所　

ホ
テ
ル
中
山
荘

●
募
集
要
件　

①
常
時
昼
食
を
提
供
で
き
る
飲
食
店　

②
協
議
会
へ
の
賛
同

問　

都
城
ご
当
地
グ
ル
メ
推
進
協
議
会

（
都
城
商
工
会
議
所
内
）

☎
46-

２
１
３
１

市
長
と
ハ
ー
ト
フ
ル
ラ
ン
チ

参
加
グ
ル
ー
プ

市
長
と
の
昼
食
会
に
参
加
す
る
グ
ル
ー

プ
、
団
体
を
募
集
し
ま
す
。

●
対
象　

市
内
在
住
の
人
で
、サ
ー
ク
ル
、

職
場
仲
間
、
友
人
、
近
所
仲
間
な
ど

８
〜
11
人
ま
で
の
グ
ル
ー
プ

●
時
間　

平
日
の
12
時
〜
12
時
50
分

●
場
所　

市
長
室

●
費
用　

１
人
５
０
０
円
（
弁
当
代
）　

　

申
込
書
お
よ
び
参
加
者
名
簿
を
会
食

希
望
日
の
１
カ
月
前
ま
で
に
秘
書
広
報
課

に
提
出

※ 

申
込
書
は
秘
書
広
報
課
、
市
役
所
市
民

相
談
室
、
各
総
合
支
所
、
各
地
区
市
民

セ
ン
タ
ー
、
各
地
区
公
民
館
の
ほ
か
、

市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ

ー
ド
で
き
ま
す

問　

秘
書
広
報
課　

☎
23-

３
１
７
４

平
成
23
年
度
防
衛
省
職
員

【
Ⅰ
種
試
験
】

●
受
験
資
格　

① 

昭
和
53
年
４
月
２
日
〜
平
成
２
年
４
月

１
日
生
ま
れ
の
人

② 
平
成
２
年
４
月
２
日
以
降
の
生
ま
れ
で

大
学
を
卒
業
し
た
人
ま
た
は
、
平
成
24

年
３
月
ま
で
に
大
学
を
卒
業
す
る
見
込

み
の
人
お
よ
び
防
衛
省
が
同
等
の
資
格

が
あ
る
と
認
め
る
人

●
１
次
試
験
日　

５
月
８
日
㈰

【
Ⅱ
種
試
験
】

●
受
験
資
格

① 

昭
和
57
年
４
月
２
日
〜
平
成
２
年
４
月

１
日
生
ま
れ
の
人

② 

平
成
２
年
４
月
２
日
以
降
の
生
ま
れ
で

大
学
・
短
大
・
高
専
を
卒
業
し
た
人
ま

た
は
、
平
成
24
年
３
月
ま
で
に
卒
業
す

る
見
込
み
の
人
お
よ
び
防
衛
省
が
同
等

の
資
格
が
あ
る
と
認
め
る
人

●
１
次
試
験
日　

６
月
12
日
㈰

●
試
験
会
場　

Ⅰ
種
、
Ⅱ
種
と
も
福
岡
市

ほ
か
７
会
場

●
受
付
期
間　

Ⅰ
種
、
Ⅱ
種
と
も
４
月
１

日
㈮
〜
４
月
11
日
㈪

問　

九
州
防
衛
局
総
務
部
総
務
課

☎
０
９
２-

４
８
３-

８
８
１
５

催　

し

新
燃
岳
災
害
復
興
支
援
落
語
会（
無
料
）

噴
火
よ
り
熱
い
ぞ

チ
ャ
リ
ティ
落
語
会

●
日
時　

４
月
22
日
㈮　

13
時
30
分
開
場

●
場
所　

総
合
文
化
ホ
ー
ル

●
出
演　

三
遊
亭
歌
之
介
・
桂
竹
丸

●
整
理
券
の
配
布　

４
月
14
日
㈭
〜

総
合
文
化
ホ
ー
ル
、
生
活
文
化
課
で
配
布

し
ま
す

※ 

先
着
順
で
１
人
２
枚
ま
で
。
未
就
学
児

は
遠
慮
く
だ
さ
い

問　

生
活
文
化
課　

☎
23-

２
１
３
２

相　

談

司
法
書
士
総
合
相
談
セ
ン
タ
ー
み
や
こ
の
じ
ょ
う

法
律
無
料
相
談

●
日
時　

４
月
20
日
㈬　

18
時
〜
21
時

●
場
所　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

●
内
容　

多
重
債
務
、
サ
ラ
金
関
係
な
ど

●
定
員　

12
人
程
度　

※
要
予
約

問　

宮
崎
県
司
法
書
士
協
会
都
城
支
部

☎
25-
３
２
４
０
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女
性
の
悩
み
ご
と
電
話
相
談

女
性
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
・
く
す
の
き

レ
デ
ィ
ー
ス
ペ
ー
ス
く
す
の
き
で
は
、

女
性
の
さ
ま
ざ
ま
な
悩
み
に
関
す
る
電
話

相
談
窓
口
を
設
置
し
て
い
ま
す
。

●
電
話
相
談　

☎
36-

０
７
４
０

（
毎
週
土
曜
日　

14
時
〜
16
時
）

赤
ち
ゃ
ん
健
康
相
談
（
無
料
）

　

身
体
測
定
や
、
保
健
師
・
栄
養
士
に

よ
る
育
児
相
談
を
行
い
ま
す
。

●
対
象　

１
カ
月
〜
１
歳
未
満 

●
日
程
・
場
所

４
／
22
㈮　

９
時
30
分
〜
10
時
30
分

沖
水
地
区
公
民
館　

４
／
25
㈪　

13
時
〜
14
時

市
民
健
康
セ
ン
タ
ー　
（
市
役
所
地
下
１
階
）

※
母
子
健
康
手
帳
、
バ
ス
タ
オ
ル
持
参

問　

こ
ど
も
課　

☎
23-

２
６
８
４

消
費
生
活
相
談

多
重
債
務
や
悪
質
商
法
な
ど
消
費
生
活

に
関
す
る
相
談
を
行
っ
て
い
ま
す
。

●
電
話
・
面
接
相
談

毎
週
月
〜
金
曜
日　

９
時
〜
16
時

●
弁
護
士
法
律
相
談

４
月
15
日
㈮　

13
時
〜
16
時

※
弁
護
士
相
談
は
事
前
の
予
約
が
必
要

●
場
所　

消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
（
市
役
所
東
館
２
階
）

●
相
談
専
用
電
話　

☎
23-

７
１
５
４

女
性
相
談
員
に
よ
る

女
性
総
合
相
談（
無
料
）

●
電
話
・
面
接
相
談

毎
週
月
〜
金
曜
日　

10
時
〜
16
時

●
専
門
相
談

女
性
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
、
女
性
弁
護
士
が
相

談
に
応
じ
ま
す

◎
こ
こ
ろ
の
相
談

４
月
20
日
㈬　

14
時
〜
16
時

◎
法
律
相
談

４
月
26
日
㈫　

13
時
〜
16
時

※ 

専
門
相
談
お
よ
び
面
接
相
談
は
事
前
の

予
約
が
必
要
で
す
。
電
話
相
談
は
随
時

受
け
付
け
ま
す

●
場
所　

男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー

（
市
役
所
東
館
２
階
）

●
相
談
専
用
電
話　

☎
23-

７
１
５
７

こ
こ
ろ
の
健
康
相
談（
無
料
）

不
眠
、
抑
う
つ
、
ア
ル
コ
ー
ル
依
存
症
、

薬
物
問
題
、
そ
の
ほ
か
の
依
存
に
関
す
る

問
題
や
精
神
的
な
心
の
病
に
関
す
る
相
談

に
精
神
科
の
医
師
が
応
じ
ま
す
。

●
日
時　

４
月
21
日
㈭　

13
時
30
分
〜

●
場
所　

都
城
保
健
所

※
事
前
の
予
約
が
必
要
で
す

問　

都
城
保
健
所　

☎
23-

４
５
０
４

講
座
・
教
室

都
城
島
津
邸
通
年
型
イ
ベ
ン
ト

島
津
の
教
え
〜
郷
中
教
育
復
活
事
業

島
津
の
教
え
で
あ
る
「
郷
中
教
育
」
を
、

年
間
を
通
し
て
子
ど
も
た
ち
に
体
験
し
て

も
ら
い
、
子
ど
も
の
健
全
な
育
成
を
図
る

た
め
の
講
座
を
開
催
し
ま
す
。

●
日
時　

毎
月
第
１
・
３
日
曜
日
の
10
時

〜
12
時　

開
講
日
：
５
月
１
日
㈰

●
会
場　

都
城
島
津
邸

●
内
容　

自じ
げ
ん
り
ゅ
う

顕
流
稽け
い
こ古
、
論
語
素
読
、
学

制
三
章
・
日
新
い
ろ
は
歌
学
習
な
ど
の
講

座
や
島
津
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
、
薩
摩
料
理
体

験
、
鎧よ
ろ
い
づ
く
り
体
験
な
ど
の
野
外
活
動

●
対
象　

５
歳
〜
高
校
生

●
定
員　

20
人
程
度

※
申
込
多
数
の
場
合
は
抽
選

●
費
用　

３
、０
０
０
円
（
教
材
代
）

問　

４
月
20
日
㈬
ま
で
に
都
城
島
津
邸

☎
23-

２
１
１
６

小
型
移
動
式
ク
レ
ー
ン
運
転
技
能
講
習

●
日
程　

４
月
21
日
㈭
〜
24
日
㈰

●
場
所　
【
学
科
】
総
合
福
祉
会
館

【
実
技
】
吉
原
建
設
㈱
仮
設
機
材
部
（
都

北
町
）

●
対
象
・
定
員　

18
歳
以
上
の
人　

80
人

●
受
講
料　

２
万
９
、０
０
０
円

（
免
除
者
は
２
万
７
、０
０
０
円
）

※
テ
キ
ス
ト
代
１
、５
０
０
円
（
税
込
み
）

問　

㈳
宮
崎
県
労
働
基
準
協
会
都
城
支

部　

☎
24-
５
６
０
３

は申し込み先、問は問い合わせ先の略ですInformation
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講
座
・
教
室

み
や
ざ
き
農
業
実
践
塾

【
経
営
実
践
コ
ー
ス
】

新
た
に
農
業
を
始
め
る
人
で
、
県
内
で

の
就
農
を
目
指
す
健
康
で
長
期
間
の
研
修

を
続
け
ら
れ
る
意
欲
と
体
力
を
有
す
る
人

を
対
象
に
１
年
間
ま
た
は
半
年
間
、
県
立

農
業
大
学
校
の
ほ
場
な
ど
を
利
用
し
て
就

農
に
必
要
な
野
菜
、
花
き
栽
培
に
つ
い
て

の
実
践
的
な
知
識
、技
術
を
習
得
し
ま
す
。

●
期
間　
【
長
期
】
７
月
４
日
㈪
〜
平
成

24
年
６
月
15
日
㈮　
【
中
期
】
７
月
４
日

㈪
〜
平
成
24
年
１
月
20
日
㈮

●
研
修
費　
【
長
期
】
２
万
４
、０
０
０
円

【
中
期
】
１
万
２
、０
０
０
円

●
定
員　

各
25
人
程
度

●
申
込
方
法　

４
月
28
日
㈮
ま
で
に
入
塾

申
込
書
、
研
修
希
望
内
容
書
に
写
真
（
縦

３
㌢
×
横
２
・
４
㌢
）
と
就
農
希
望
市
町

村
長
の
意
見
を
付
け
て
県
立
農
業
大
学
校

長
に
提
出

※ 

就
農
希
望
市
町
村
が
未
定
の
人
は
県
新

規
就
農
相
談
セ
ン
タ
ー
の
意
見
を
付
け

て
く
だ
さ
い

【
基
礎
体
験
コ
ー
ス
】

　

将
来
県
内
で
の
就
農
を
考
え
て
い
る
人

を
対
象
に
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
な
ど
を
活
用

し
て
農
業
の
基
礎
に
つ
い
て
学
び
ま
す
。

●
期
間　

６
月
１
日
㈬
か
ら
１
年
間

●
研
修
費　

２
、０
０
０
円

●
定
員　

20
人
程
度

●
申
込
方
法　

４
月
28
日
㈮
ま
で
に
申
し

込
み
用
紙
に
必
要
事
項
を
記
入
の
上
、
県

立
農
業
大
学
校
へ
メ
ー
ル
ま
た
は
郵
送
、

フ
ァ
ク
ス
で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い

問　

県
立
農
業
大
学
校

（
〒
884-

０
０
０
５　

児
湯
郡
高
鍋
町
持
田

５
７
３
３
）

☎
０
９
８
３-

23-

７
４
４
７

０
９
８
３-

21-

１
７
４
４

nogyo-daigaku@
pref.m

iyazaki.lg.jp

平
成
23
年
度〈
前
期
〉

親
と
子
の
ス
ポ
ー
ツ
教
室

元
気
で
の
び
の
び
と
し
た
子
ど
も
の
育

成
と
親
子
の
き
ず
な
の
強
化
、
さ
ら
に
親

同
士
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
場
を
提

供
す
る
こ
と
を
目
的
に
行
い
ま
す
。

●
日
時　

５
月
11
日
㈬
〜
７
月
13
日
㈬
の

毎
週
水
曜
日　

10
時
〜
12
時　

全
10
回

●
会
場　

都
城
運
動
公
園
体
育
館

●
対
象　

市
内
在
住
で
、
今
年
度
中
に
３

歳
ま
た
は
４
歳
に
な
る
子
ど
も
と
そ
の
保

護
者

●
定
員　

40
組　

※
先
着
順

●
内
容　

体
操
、
ボ
ー
ル
運
動
、
ト
ラ
ン

ポ
リ
ン
、
リ
ズ
ム
ダ
ン
ス
、
レ
ク
・
ゲ
ー

ム
ほ
か

●
参
加
料　

１
組
３
、０
０
０
円
（
保
険

料
を
含
む
。
子
ど
も
が
２
人
参
加
の
場
合

４
、０
０
０
円
）

※ 

申
し
込
み
後
に
キ
ャ
ン
セ
ル
し
た
場
合

も
保
険
料
の
み
徴
収

問　

４
月
15
日
㈮
ま
で
に
、
電
話
（
９

時
〜
16
時
の
間
）
で
㈶
都
城
地
区
施
設
協

会　

☎
23-

７
５
０
２

※ 

後
日
、
申
込
用
紙
を
送
付
し
ま
す

よ
か・余
暇・楽
習
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
事
業

●
学
習
料　

１
回
５
０
０
円
〜
７
５
０
円

（
人
数
に
よ
っ
て
変
わ
り
ま
す
）

※
冷
暖
房
費
な
ど
は
別
途
必
要
で
す

【
英
会
話
教
室
】

●
日
時　

毎
週
水
曜
日　

10
時
〜
12
時

●
場
所　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

【
カ
ラ
オ
ケ
教
室
】

●
日
時　

毎
月
第
１
・
３
月
曜
日

14
時
〜
16
時

●
場
所　

妻
ケ
丘
地
区
公
民
館

問　

き
ら
り
ネ
ッ
ト
都
城

☎
23-

４
０
８
０

き
ら
り
体
験
教
室

５
人
以
上
で
開
催
。
応
募
者
多
数
の
場

合
は
抽
選
。冷
暖
房
使
用
料
は
別
途
必
要
。

【
ス
テ
ッ
プ
体
操
】

●
日
時　

毎
週
月
曜
日
（
５
月
９
日
㈪
〜

５
月
30
日
㈪
）
19
時
〜
20
時　

全
４
回

●
場
所　

五
十
市
地
区
公
民
館

●
費
用　

２
、０
０
０
円

問　

４
月
28
日
㈭
ま
で
に
き
ら
り
ネ
ッ

ト
都
城　

☎
23-
４
０
８
０
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は申し込み先、問は問い合わせ先の略ですInformation

勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム

カ
レ
ッ
ジ
ピ
ア

●
対
象　

市
内
に
居
住
ま
た
は
勤
労
す
る

39
歳
以
下
で
未
婚
の
人

●
期
間　

平
成
24
年
３
月
末
ま
で

●
内
容　

フ
ラ
ワ
ー
ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト
、

英
会
話
、
料
理
、
ペ
ン
習
字
・
書
道
、
着

付
け
、
リ
ズ
ム
エ
ク
サ
サ
イ
ズ
、
ヨ
ガ
、

ミ
ニ
バ
レ
ー
、
ミ
ニ
テ
ニ
ス
、
バ
レ
ー
ボ

ー
ル
、
卓
球
、
ゴ
ル
フ
（
選
択
性
複
数
可
）

●
参
加
費　

２
、０
０
０
円
（
入
会
金
）

※ 

講
師
料
、
材
料
費
が
別
途
必
要
な
ク
ラ

ブ
あ
り

●
入
会
方
法　

５
月
12
日
㈭
、
19
時
30
分

か
ら
中
央
公
民
館
で
開
催
す
る
カ
レ
ッ
ジ

ピ
ア
開
校
式
に
参
加

問　

生
涯
学
習
課　

☎
23-

９
５
４
５

点
訳
・
音
訳
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

養
成
講
座

●
対
象　

市
内
・
三
股
町
在
住
の
18
〜
65

歳
の
人
で
、
講
座
修
了
後
に
点
訳
や
音
訳

の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
活
動
で
き
る
人

●
期
間　

５
月
11
日
㈬
〜
平
成
24
年
３
月
７
日
㈬

【
点
訳
】
第
２
・
４
水
曜
日　

10
時
〜
12
時

【
音
訳
】
毎
週
水
曜
日（
第
３
水
曜
日
を
除

く
）　

13
時
30
分
〜
15
時
30
分

●
場
所　

総
合
社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー

●
定
員　

各
15
人

●
教
材
費　

点
訳
１
、２
０
０
円

音
訳
６
０
０
円

問　

５
月
９
日
㈪
ま
で
に
点
字
図
書
館

　
　
　

☎
26-

１
９
４
８

お
知
ら
せ

子
宮
頸
が
ん
予
防
ワ
ク
チ
ン
の
不
足

２
月
１
日
か
ら
中
学
１
年
生
か
ら
高
校

１
年
生
を
対
象
に
公
費
助
成
を
行
っ
て
い

ま
す
が
、全
国
的
に
ワ
ク
チ
ン
が
不
足
し
、

３
月
上
旬
か
ら
接
種
が
滞
っ
て
い
ま
す
。

市
で
は
、
国
の
方
針
に
基
づ
き
、
次
の

よ
う
に
対
応
し
ま
す
。

① 

ワ
ク
チ
ン
の
供
給
状
況
を
踏
ま
え
、
当

分
の
間
、
初
回
の
接
種
者
へ
の
接
種
を

差
し
控
え
、
す
で
に
接
種
を
開
始
し
た

人
へ
の
２
回
目
、
３
回
目
の
接
種
を
優

先
し
ま
す

② 

平
成
23
年
３
月
末
ま
で
に
１
回
目
の
接

種
が
で
き
な
か
っ
た
現
高
校
２
年
生
女

子
（
平
成
６
年
４
月
２
日
〜
平
成
７
年

４
月
１
日
生
ま
れ
）
が
平
成
23
年
４
月

以
降
に
１
回
目
の
接
種
を
し
た
場
合
で

あ
っ
て
も
助
成
の
対
象
と
し
ま
す

③ 

ワ
ク
チ
ン
が
十
分
に
確
保
さ
れ
、
接
種

で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
ら
、
広
報

紙
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
学
校
を
通
じ
て

お
知
ら
せ
し
ま
す
。
４
月
１
日
か
ら
新

た
に
対
象
と
な
る
新
中
学
１
年
生
に
は

個
別
通
知
を
行
う
予
定
で
す
。
な
お
、

今
の
と
こ
ろ
時
期
は
未
定
で
す

問　

健
康
課　

☎
23-

２
７
６
５

宮
崎
県
ふ
る
さ
と
就
職
説
明
会

県
で
は
、
人
材
を
求
め
る
県
内
企
業
と

Ｕ
・
Ｉ
タ
ー
ン
就
職
希
望
者
、
新
規
学
卒

予
定
者
を
応
援
す
る
た
め
、
県
外
３
会
場

で
宮
崎
県
ふ
る
さ
と
就
職
説
明
会
を
開
催

し
ま
す
。

●
開
催
日
程
・
場
所

【
東
京
会
場
】　

４
月
23
日
㈯

都
道
府
県
会
館
（
千
代
田
区
平
河
町
）

【
大
阪
会
場
】　

５
月
14
日
㈯

大
阪
駅
前
第
３
ビ
ル（
大
阪
市
北
区
梅
田
）

【
福
岡
会
場
】　

５
月
28
日
㈯

天
神
ビ
ル
（
福
岡
市
中
央
区
）

●
時
間　

13
時
〜
16
時
（
受
付
12
時
〜
）

●
参
加
費　

無
料（
事
前
手
続
き
は
不
要
）

●
内
容　

企
業
と
の
個
別
面
談
会
、
人
材

バ
ン
ク
コ
ー
ナ
ー
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
コ
ー

ナ
ー
ほ
か

●
参
加
企
業　

県
内
で
人
材
を
募
集
す
る

企
業

※ 

参
加
企
業
は
、
県
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

確
認
で
き
ま
す

問　

県
地
域
雇
用
対
策
室　

☎
０
９
８
５-

26-

７
１
０
５

１
歳
６
カ
月
児
健
康
診
査

●
対
象　

１
歳
６
カ
月

●
日
程
・
場
所

４
／
19
㈫
市
民
健
康
セ
ン
タ
ー

（
市
役
所
地
下
１
階
）

４
／
20
㈬

●
受
付
時
間　

13
時
〜
13
時
30
分

問　

こ
ど
も
課　

☎
23-

２
６
８
４
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お
知
ら
せ

２
歳
６
カ
月
児
歯
科
健
康
診
査

●
対
象　

２
歳
６
カ
月

●
日
時　

４
月
22
日
㈮

受
付　

13
時
〜
13
時
30
分

●
場
所　

市
民
健
康
セ
ン
タ
ー

（
市
役
所
地
下
１
階
）

問　

こ
ど
も
課　

☎
23-

２
６
８
４

献
体
登
録
の
お
願
い

宮
崎
大
学
医
学
部
に
は
、
医
学
生
の
解

剖
学
実
習
の
教
材
と
し
て
、
自
分
の
遺
体

を
提
供
す
る
こ
と
を
生
前
に
登
録
す
る

「
宮
崎
大
学
白
菊
会
」
が
あ
り
ま
す
。

献
体
で
学
生
た
ち
は
解
剖
学
を
学
習
し

人
体
の
構
造
を
理
解
す
る
だ
け
で
な
く
、

献
体
へ
の
感
謝
の
気
持
ち
と
そ
の
期
待
に

応
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
責
任
と

自
覚
を
持
っ
て
医
学
の
道
を
目
指
し
て
い

ま
す
。

医
療
の
発
展
と
良
い
医
師
を
育
て
る
た

め
に
、
献
体
に
協
力
く
だ
さ
い
。

問　

宮
崎
大
学
白
菊
会
事
務
局　

　
　

☎
０
９
８
５-

85-

１
５
３
４

特
定
非
営
利
活
動
法
人（
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
）

設
立
の
認
証
申
請
に
関
す
る
縦
覧

申
請
書
に
添
付
さ
れ
た
定
款
・
役
員
名

簿
・
設
立
趣
旨
書
・
事
業
計
画
書
・
収
支

予
算
書
を
縦
覧
し
ま
す
。

●
団
体
名　

特
定
非
営
利
活
動
法
人

手
仕
事
舎
そ
う
あ
い

●
場
所　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
課

（
中
央
公
民
館
内
）

●
縦
覧
期
間　

５
月
２
日
㈪
ま
で　

８
時

30
分
〜
17
時（
土
・
日
曜
日
、祝
日
を
除
く
）

問　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
課

☎
23-

２
４
３
１

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
行
事
予
定

●
施
設
名
・
日
時
・
行
事
名

都
城
市
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

☎
22-

1
6
5
9

４
月
18
日
㈪　

13
時
30
分
〜　

赤
ち
ゃ
ん
サ
ロ
ン　

対
象
：
０
・
１
歳
の
親
子

５
月
２
日
㈪　

10
時
〜　

ふ
た
ご
の
会
「
ぴ
ー
な
っ
つ
」

※ 

双
子
・
三
つ
子
の
お
子
さ
ん
を
育
て
て
い
る

人
の
交
流
会
で
す

５
月
16
日
㈪　

10
時
〜

い
ち
ご
ク
ラ
ブ　

対
象
：
２
歳
以
上
の
親
子

山
之
口
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

☎
57-

3
2
9
8

４
月
18
日
㈪　

９
時
30
分
〜　

な
か
よ
し
広
場

４
月
22
日
㈮　

10
時
〜　

消
毒
の
日　

※ 

セ
ン
タ
ー
内
の
お
も
ち
ゃ
・
遊
具
を
み
ん
な

で
消
毒
し
ま
し
ょ
う
！

４
月
26
日
㈫　

10
時
〜　

出
前
保
育
「
ぽ
っ
か
ぽ
か
」

※
町
内
の
体
育
館
・
公
民
館
で
遊
び
ま
す

４
月
27
日
㈬　

10
時
〜　

ち
び
っ
こ
広
場

※
こ
い
の
ぼ
り
運
動
会
を
行
い
ま
す

山
田
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

☎
64-

3
1
7
1

５
月
16
日
㈪　

10
時
〜　
　
　

親
子
教
室
「
歯
科
衛
生
士
に
よ
る
歯
の
話
」

５
月
25
日
㈬　

10
時
〜　
　
　

誕
生
会
「
４
・５
月
生
ま
れ
」

※ 

ほ
か
に
も
さ
ま
ざ
ま
な
行
事
が
あ
り
ま

す
。
詳
し
く
は
、
各
子
育
て
支
援
セ
ン

タ
ー
に
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

大
浦
株
式
会
社（
都
城
大
丸
）の
商
品
券
の

還
付
手
続
開
始

●
申
出
方
法　

①
②
③
の
い
ず
れ
か
の
方

法
で
行
っ
て
く
だ
さ
い

①
現
地
受
付

●
日
時　

４
月
19
日
㈫
〜
26
日
㈫
（
土
・

日
曜
日
を
含
む
）　

９
時
30
分
〜
18
時

●
場
所　

総
合
文
化
ホ
ー
ル

②
郵
送
に
よ
る
申
し
出

　

 

関
係
書
類
に
必
要
事
項
を
記
入
の
上
、

６
月
６
日
㈪
ま
で
（
当
日
消
印
有
効
）

に
九
州
財
務
局
理
財
部
金
融
監
督
第
三

課
商
品
券
担
当
（
〒
860-

８
５
８
５　

熊
本
県
熊
本
市
春
日
二
丁
目
10
番
１
号

熊
本
地
方
合
同
庁
舎
）
へ
郵
送

③ 

九
州
財
務
局
宮
崎
財
務
事
務
所
へ
持
参

で
の
申
し
出

●
日
時　

６
月
６
日
㈪
ま
で

９
時
〜
12
時
、
13
時
〜
17
時

※
土
・
日
曜
日
、
祝
日
を
除
く　

●
会
場　

宮
崎
合
同
庁
舎
（
宮
崎
市
橘
通

東
三
丁
目
１
番
22
号
）

※ 
関
係
書
類
は
都
城
市
消
費
生
活
セ
ン
タ

ー
（
生
活
文
化
課
内
）
で
も
配
布

問　

九
州
財
務
局
理
財
部
金
融
監
督
第
三

課　

☎
０
９
６-

３
５
３-

６
３
５
１

九
州
財
務
局
宮
崎
財
務
事
務
所
理
財
課

☎
０
９
８
５-
22-
７
１
０
１
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は申し込み先、問は問い合わせ先の略ですInformation

ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
登
録
説
明
会

本
年
度
登
録
を
予
定
し
て
い
る
ス
ポ
ー

ツ
少
年
団
を
対
象
に
登
録
説
明
会
を
実
施

し
ま
す
。

【
高
城
、
山
之
口
、
山
田
、
高
崎
、
沖
水
、

志
和
池
、
庄
内
地
区
】

●
日
時　

４
月
18
日
㈪

19
時
〜
20
時
30
分

●
場
所　

高
城
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

【
そ
れ
以
外
の
地
区
】

●
日
時　

４
月
19
日
㈫

19
時
〜
20
時
30
分

●
場
所　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

※ 

前
年
度
登
録
し
て
い
る
ス
ポ
ー
ツ
少
年

団
は
、
送
ら
れ
て
あ
る
登
録
用
紙
を
記

入
の
上
、
持
参
く
だ
さ
い
。
新
規
登
録

の
団
に
つ
い
て
は
、
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い

問　

ス
ポ
ー
ツ
振
興
課

☎
23-

９
５
４
６

事
業
主
の
皆
様
へ

高
年
齢
者
雇
用
確
保
措
置
の
導
入

手
続
き
は
お
済
み
で
す
か

平
成
18
年
４
月
１
日
に
施
行
さ
れ
た
改

正
高
年
齢
者
雇
用
安
定
法
に
よ
り
、
65
歳

未
満
の
定
年
の
定
め
を
し
て
い
る
事
業
主

は
、
次
の
い
ず
れ
か
の
高
年
齢
者
雇
用
確

保
措
置
を
講
じ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

①
65
歳
ま
で
の
定
年
引
き
上
げ

②
65
歳
ま
で
の
継
続
雇
用
制
度
の
導
入

③
定
年
の
定
め
の
廃
止

　

定
年
の
引
き
上
げ
・
継
続
雇
用
制
度
の

導
入
に
つ
い
て
は
、
厚
生
年
金
の
支
給
開

始
年
齢
の
引
き
上
げ
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
合

わ
せ
て
、
次
の
と
お
り
段
階
的
に
引
き
上

げ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

•
平
成
25
年
３
月
31
日
以
前　

64
歳

•
平
成
25
年
４
月
１
日
以
降　

65
歳

※ 

継
続
雇
用
制
度
を
導
入
す
る
場
合
、
そ

の
対
象
と
な
る
労
働
者
に
つ
い
て
は
、

原
則
希
望
者
全
員
と
な
り
ま
す
が
、
労

使
協
定
（
労
使
の
合
意
）
に
よ
り
一
定

の
基
準
を
定
め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

こ
れ
ら
の
措
置
を
講
ず
る
こ
と
に
よ

り
、
就
業
規
則
の
改
正
、
労
使
協
定
の

締
結
な
ど
の
手
続
き
も
必
要
に
な
り
ま

す
の
で
注
意
く
だ
さ
い

問　

宮
崎
労
働
局
職
業
対
策
課

☎
０
９
８
５-
38-

８
８
２
４

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
都
城　

☎
22-

１
７
４
５

平
成
23
年
新
入
学（
園
）児
の

交
通
事
故
防
止
運
動

新
入
学
（
園
）
の
時
期
に
当
た
っ
て
、

関
係
機
関
・
団
体
、
地
域
が
一
体
と
な
り
、

県
民
総
ぐ
る
み
で
新
入
学
（
園
）
児
を
交

通
事
故
か
ら
守
り
、
併
せ
て
正
し
い
交
通

ル
ー
ル
と
交
通
マ
ナ
ー
の
実
践
を
習
慣
づ

け
る
こ
と
を
目
的
と
し
ま
す
。

●
実
施
期
間

４
月
５
日
㈫
〜
14
日
㈭
ま
で
の
10
日
間

●
運
動
の
重
点

① 

新
入
学
（
園
）
児
に
対
す
る
交
通
安
全

指
導
の
徹
底

② 

新
入
学
（
園
）
児
へ
の
思
い
や
り
の
あ

る
運
転
の
推
進

問　

生
活
文
化
課　

☎
23-

７
１
８
０

早
水
公
園
体
育
文
化
セ
ン
タ
ー（
ア
リ
ー
ナ
）

使
用
休
止
に
つ
い
て

早
水
公
園
体
育
文
化
セ
ン
タ
ー
（
ア
リ

ー
ナ
）
は
、
耐
震
工
事
の
た
め
４
月
25
日

㈪
〜
８
月
24
日
㈬
ま
で
は
使
用
で
き
ま
せ

ん
。
ご
理
解
を
お
願
い
し
ま
す
。

問　

ス
ポ
ー
ツ
振
興
課　

☎
23-

９
５
４
６

重
度
障
害
者
タ
ク
シ
ー
利
用
券

●
対
象
者　

市
内
に
居
住
し
、
次
の
い
ず

れ
か
に
該
当
す
る
人

① 

身
体
障
害
者
手
帳
を
持
つ
視
覚
障
が
い

１
〜
２
級
、
ま
た
は
肢
体
不
自
由
１
〜

２
級
（
２
級
は
下
肢
、
体
幹
、
運
動
障

が
い
の
み
）
の
人

②
療
育
手
帳
を
持
つ
知
的
障
が
い
Ａ
の
人

③ 

精
神
保
健
福
祉
手
帳
を
持
つ
精
神
障
が

い
１
級
の
人

●
有
効
期
間　

４
月
１
日
〜
平
成
24
年
３

月
31
日

●
交
付
場
所　

福
祉
課
、
ま
た
は
各
総
合

支
所
健
康
福
祉
課

※ 
手
続
き
に
は
①
〜
③
の
い
ず
れ
か
の
手

帳
お
よ
び
印
鑑
が
必
要
で
す

問　

福
祉
課　

☎
23-

２
９
８
０
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豊
か
な
湧
水

出
の
山
公
園
は
、
霧
島
連
山
の
湧

水
郡
の
一
つ
で
、
１
日
当
た
り
の
湧

水
量
は
お
よ
そ
８
万
立
方
㍍
（
毎
秒

１
㌧
）
と
豊
富
で
水
質
も
良
く
、
古

く
か
ら
農
業
用
水
や
水
道
水
の
ほ

か
、
養
殖
漁
業
に
活
用
さ
れ
て
き
ま

し
た
。
特
に
、鯉
の
養
殖
は
盛
ん
で
、

お
い
し
い
鯉
料
理
が
食
べ
ら
れ
る
観

光
地
と
し
て
、
県
外
か
ら
も
多
く
の

人
が
訪
れ
て
い
ま
す
。

昭
和
60
年
（
１
９
８
５
年
）
に
は
、

環
境
庁
の
「
名
水
百
選
」
に
選
定
さ

れ
、
今
で
も
小
林
市
に
多
く
の
恵
み

を
も
た
ら
し
て
く
れ
ま
す
。

出
の
山
の
ホ
タ
ル

出
の
山
か
ら
の
わ
き
水
に
は
、
貝

類
の
シ
ジ
ミ
や
カ
ワ
ニ
ナ
が
多
く
生

息
し
、
そ
れ
を
餌
と
す
る
ホ
タ
ル
の

生
息
に
最
適
な
環
境
が
あ
り
ま
す
。

５
月
か
ら
６
月
の
夕
闇
に
ホ
タ
ル
の

淡
い
光
が
乱
舞
す
る
幻
想
の
世
界

は
、
小
林
市
の
夏
の
風
物
詩
で
す
。

小
林
市
で
は
、
平
成
４
年
に
「
蛍

保
護
条
例
」
を
制
定
し
保
護
に
努
め

て
い
ま
す
。
ホ
タ
ル
の
保
護
を
通
し

て
豊
か
な
自
然
を
守
る
こ
と
の
難
し

さ
と
大
切
さ
を
学
び
な
が
ら
、
環
境

保
全
に
市
民
一
体
と
な
っ
て
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。

今
月
は
、
小
林
市
の
「
出
の
山

公
園
」
を
紹
介
し
ま
す
。

小林編

小林市を潤す出の山の湧水

出の山公園

問　経営戦略課
☎23-2115

問 経営戦略課

お
知
ら
せ

東
北
地
方
太
平
洋
沖
地
震
に
伴
う

救
援
物
資
の
受
付

東
北
地
方
を
中
心
に
甚
大
な
被
害
を

受
け
た
被
災
者
の
た
め
の
救
援
物
資
を

受
け
付
け
ま
す
。
集
め
ら
れ
た
支
援
物

資
は
、
県
で
集
約
し
、
自
衛
隊
な
ど
の

協
力
を
得
て
被
災
地
へ
届
け
ら
れ
ま
す
。

●
受
付
場
所　

九
州
農
政
局
現
場
事
務

所
跡
地
（
都
城
圏
域
地
場
産
業
振
興
セ

ン
タ
ー
裏
）

●
受
付
時
間　

９
時
〜
17
時

※ 

当
分
の
間
、
土
、
日
曜
日
の
受
け
付

け
も
行
い
ま
す

●
受
け
付
け
る
救
援
物
資

【
優
先
し
て
集
め
る
も
の
】

※ 

使
用
済
み
の
も
の
、
使
用
期
限
が
３

カ
月
未
満
の
も
の
、
生
も
の
は
不
可

① 

保
存
食
（
パ
ッ
ク
ご
は
ん
、
缶
詰
、

レ
ト
ル
ト
食
品
な
ど
）

② 

そ
の
他
の
飲
料
（
野
菜
果
物
ジ
ュ
ー

ス
な
ど
）

③
生
理
用
品

④
紙
お
む
つ
（
乳
幼
児
用
）

⑤
紙
お
む
つ
（
高
齢
者
用
）

⑥
尿
失
禁
用
パ
ッ
ド

⑦
ウ
エ
ッ
ト
テ
ィ
ッ
シ
ュ

⑧ 

使
い
捨
て
食
器
（
紙
コ
ッ
プ
、紙
皿
、

ス
プ
ー
ン
、
割
り
ば
し
）

⑨
タ
オ
ル
（
バ
ス
タ
オ
ル
含
む
）

【
そ
の
ほ
か
の
受
け
付
け
る
も
の
】

① 

米
（
３
㌔
、
５
㌔
な
ど
の
小
袋
詰
め

の
も
の
・
無
洗
米
に
限
る
）

②
飲
料
用
の
水
（
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
）

③ 

毛
布
（
新
品
ま
た
は
ク
リ
ー
ニ
ン
グ

済
み
）

※ 

品
目
は
、
被
災
地
の
ニ
ー
ズ
に
合
わ

せ
て
変
更
さ
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す

問　

福
祉
課　

☎
23-

２
９
８
０

東
北
地
方
太
平
洋
沖
地
震
に
伴
う

募
金
箱
の
設
置

市
で
は
、
東
北
地
方
を
中
心
に
発
生

し
た
地
震
や
津
波
に
よ
る
被
災
者
に
対

す
る
募
金
箱
を
設
置
し
ま
し
た
。
皆
さ

ん
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
義
援
金
に
つ
い
て

は
、
日
本
赤
十
字
社
を
通
し
て
、
被
災

者
の
支
援
に
充
て
ら
れ
ま
す
。

●
設
置
場
所　

市
役
所
１
階
受
付
、
各

総
合
支
所
、
各
地
区
市
民
セ
ン
タ
ー
、

水
道
局
、
道
の
駅
ほ
か

問　

福
祉
課　

☎
23-

２
９
８
０

降
灰
袋
に
つ
い
て（
お
願
い
）

　

家
庭
か
ら
出
る
燃
や
せ
る
ご
み
・
燃

や
せ
な
い
ご
み
は
、
市
が
公
民
館
な
ど

を
通
し
て
配
布
し
た
降
灰
袋
（
他
市
町

村
の
ご
み
袋
な
ど
）
で
出
す
こ
と
は
で

き
ま
せ
ん
。
必
ず
、
市
の
指
定
ご
み
袋

を
使
用
し
て
出
し
て
く
だ
さ
い
。

問　

環
境
業
務
課　

☎
24-

５
５
６
０
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は申し込み先、問は問い合わせ先の略ですInformation

休日急病診療機関
●診療時間　9：00～18：00
※歯科は17：00まで
月日 医療機関名 電話番号
４/17
㈰

有川医院（呼・内） 24-6677
有馬医院（内・小） 23-2610
佐々木医院（内） 62-1103
吉松病院（外・整） 25-1500
なかはら皮膚科（皮） 22-1455
やの耳鼻科（耳鼻） 27-5222
とだか歯科医院 21-3618

４/24
㈰

宇宿医院（内・小・胃） 25-9031
鵜木内科医院（循・内） 26-0008
大岐医院（内・胃・外） 57-2025
福島外科（外・胃） 38-1633
江夏整形外科（整・ﾘｳ・ﾘﾊ）51-1122
西元眼科（眼） 25-8888
中央歯科 25-0007

４/29
㈮

山内小児科（小） 22-0048
ケイオークリニック（内・小）46-4500
田中隆内科（内） 52-0301
宗正病院（外） 22-4380
石井皮膚科（皮） 23-4588
いそいち産婦人科（産・婦）22-4585
やすひさ歯科医院 39-5900

※診療機関は変更することがあります
詳しくは、テレホンサービス（医師会は☎23-
5555、歯科医師会は☎25-4100）で確認してく
ださい
◎みやざき医療ナビもご利用ください
http://www.e-navi.pref.miyazaki.lg.jp

●休日当番薬局
4/17㈰ 上町おおた、ひまわり、ケーアイ調剤

4/24㈰ さわやか、都北町、みまたさくら、
中原町

4/29㈮ 古川調剤、フクシマ、ひむか24時間

みやざき医療ナビ

広
報
紙
な
ど
への
有
料
広
告
掲
載

新
年
度
の
広
報
都
城
や
市
が
発
送
す

る
圧
着
は
が
き
の
裏
面
に
掲
載
す
る
有

料
広
告
の
広
告
主
を
募
集
し
ま
す
。

●
広
告
掲
載
部
数

広
報
都
城　

５
万
６
、５
０
０
部

圧
着
は
が
き　

22
万
７
、５
０
０
枚

●
募
集
期
間　

４
月
20
日
㈬
ま
で

●
広
告
の
申
し
込
み
・
料
金　

市
と
契

約
し
た
次
の
広
告
代
理
店
に
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。
ま
た
、
広
告
料
も
広
告
代

理
店
と
相
談
く
だ
さ
い

㈱
都
城
宮
日
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

☎
24-

５
６
２
９

問　

秘
書
広
報
課　

☎
23-

３
１
７
４

介
護
用
品
給
付
事
業

市
で
は
要
介
護
４
ま
た
は
５
の
要
介

護
者
を
自
宅
で
介
護
し
て
い
る
家
族
な

ど
を
対
象
に
、
介
護
用
品
と
交
換
で

き
る
給
付
券
（
今
年
度
か
ら
月
額
７
、

０
０
０
円
に
増
額
）
を
交
付
し
て
い
ま

す
。
対
象
者
や
申
請
方
法
が
変
更
に
な

り
ま
す
の
で
、
該
当
す
る
人
は
申
請
し

て
く
だ
さ
い
。

●
対
象
者　

申
請
日
の
属
す
る
月
の
初

日
お
よ
び
申
請
日
に
要
介
護
４
ま
た
は

５
の
要
介
護
者
を
介
護
し
て
い
る
家
族

な
ど

※ 

短
期
入
所
サ
ー
ビ
ス
を
申
請
日
の
前

月
に
お
い
て
、
月
の
半
数
を
超
え
て

利
用
し
て
い
る
場
合
は
対
象
と
な
り

ま
せ
ん

●
交
付
額

① 

４
月
お
よ
び
10
月
の
申
請
に
つ
い
て

は
、
６
カ
月
分
交
付　

② 

そ
れ
以
外
の
申
請
は
、
次
の
４
月
ま

た
は
10
月
ま
で
の
期
間
の
月
数
分
を

交
付

※ 

金
額
は
、
交
付
す
る
介
護
給
付
券
の

券
面
記
載
額
で
す

問　

介
護
保
険
課

☎
23-

３
１
８
４

各
総
合
支
所
健
康
福
祉
課

銃
砲
刀
剣
類
登
録
審
査
会

提
出
書
類
・
手
数
料
に
つ
い
て
は
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
日
程　

５
月
20
日
㈮
、８
月
19
日
㈮
、

11
月
18
日
㈮
、
平
成
24
年
２
月
17
日
㈮

●
時
間　

９
時
30
分
〜
12
時
、

13
時
〜
16
時

●
場
所　

県
庁
７
号
館

７
４
３
、
７
４
４
会
議
室

問　

県
教
育
庁
文
化
財
課

☎
０
９
８
５-

26-

７
２
５
１

芸
術・文
化
事
業
補
助
金

●
交
付
対
象
者　

芸
術
・
文
化
活
動
を

目
的
と
し
、
過
半
数
の
構
成
員
が
市
内

在
住
で
、
主
に
市
内
を
活
動
の
拠
点
と

し
て
い
る
団
体

●
補
助
対
象
事
業

① 

芸
術
・
文
化
を
担
う
人
材
を
育
成
す

る
事
業

②
芸
術
・
文
化
の
研
究
調
査
活
動
事
業

③ 

芸
術
・
文
化
活
動
の
成
果
を
発
表
す

る
事
業

④ 

芸
術
家
や
実
演
団
体
を
招
い
て
鑑
賞

し
た
り
、
優
れ
た
芸
術
作
品
を
鑑
賞

す
る
事
業

⑤ 

文
化
活
動
の
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
の
た
め

に
、
外
部
か
ら
講
師
や
指
導
者
を
招

く
事
業

※ 

学
校
、
企
業
な
ど
が
行
う
も
の
、
教

授
所
、
教
室
な
ど
が
行
う
け
い
こ
ご

と
、
習
い
ご
と
の
発
表
会
な
ど
は
、

補
助
対
象
に
な
り
ま
せ
ん

●
対
象
期
間

４
月
１
日
〜
平
成
24
年
３
月
31
日

問　

５
月
13
日
㈮
ま
で
に
所
定
の
用

紙
に
記
入
の
上
、
生
活
文
化
課

☎
23-

２
１
３
２

※ 

申
請
書
類
お
よ
び
報
告
書
類
の
様
式

な
ど
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧

く
だ
さ
い

災
害
な
ど
に
伴
う
行
事
な
ど
の
中
止

お
知
ら
せ
し
て
い
る
行
事
な
ど
は
、

災
害
な
ど
の
関
係
で
中
止
に
な
る
場
合

が
あ
り
ま
す
。　

問　

秘
書
広
報
課　

☎
23-

３
１
７
４
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４月ホーム試合日程
［対大阪エヴェッサ］
●日程　４月９日㈯・10日㈰
●場所　 宮崎県体育館
［対琉球ゴールデンキングス］
●日程　４月23日㈯・24日㈰
●場所　 早水公園体育文化センター

都
城
島
津

宮崎シャイニングサンズ／子どもたちに夢と希望を! 10

今
月
の
お
す
す
め
の
本

15
5

16
4

都城市立図書館　●休館日／4月18日・25日・29日、5月2日・3日・4日・9日・12日 ●開館時間／9：30～18：50
高城図書館　　　●休館日／4月17日・19日・26日・29日、5月3日・4日・6日・10日・15日 ●開館時間／9：30～18：00

◎
問
い
合
わ
せ
都
城
市
立
図
書
館　

☎
22-

0
2
3
9

高
城
図
書
館　
　
　

☎
58-

4
2
2
4

子
ど
も
の
た
め
の
夜
間
映
写
会
（
ナ
イ
ト
シ
ア
タ
ー
）

●
４
月
16
日
㈯　

19
時
30
分
〜
20
時
30
分

※
夜
間
の
た
め
、
保
護
者
が
必
ず
同
伴
し
て
く
だ
さ
い

お
は
な
し
ト
ン
ト
ン　
　
　
　

●
４
月
23
日
㈯　

11
時
〜

ゆ
め
の
お
く
り
も
の　

読
み
聞
か
せ
会

●
５
月
14
日
㈯　

11
時
〜

【
高
城
図
書
館
】

お
話
し
の
部
屋
〝
そ
ら
ま
め
〞（
未
就
学
児
の
親
子
）

●
４
月
28
日
㈭　

11
時
〜

本
と
お
は
な
し
の
会　

●
５
月
14
日
㈯　

14
時
30
分
〜

内
容　

 

さ
る
か
に
合
戦
（
日
本
昔
話
）

【
都
城
市
立
図
書
館
】
読
み
聞
か
せ
の
部
屋

高
森
登
志
夫（
ぶ
ん・え
）
福
音
館
書
店（
発
行
）

森
の
中
で
季
節
の
移
り
変
わ
り
と
と
も
に
生

命
を
つ
な
い
で
ゆ
く一本
の
み
ず
な
ら
の
物
語
。

い
き
い
き
と
し
た
森
の
息
吹
や
豊
か
な
動
物

た
ち
の
表
情
な
ど
、読
み
手
自
身
が
そ
の
場
に

い
る
よ
う
な
感
覚
に
な
る
癒
し
感
た
っ
ぷ
り
の

絵
本
。

「
森
の
み
ず
な
ら
」

中
野
明（
著
）
学
研
パ
ブ
リ
ッ
シ
ン
グ（
発
行
）

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
で
著
名
な
ド
ラ
ッ
カ
ー
の
理
論

を
中
高
生
向
け
に
分
か
り
や
す
く
紹
介
。将

来
の
た
め
に
自
分
が
何
を
す
べ
き
か
、な
ぜ
勉

強
は
必
要
な
の
か
、ど
ん
な
仕
事
に
つ
く
べ
き

な
の
か
…
確
か
な
生
き
方
が
わ
か
る
一
冊
。

「
17
歳
か
ら
の
ド
ラ
ッ
カ
ー
」

全
般

宮崎シャイニングサンズ事務局 ☎23-4696 公式ホームページ http://www.shiningsuns.com/

和わ

漢か
ん

百
ひ
ゃ
く

二に

十
じ
ゅ
っ

家か

名め
い

蹟せ
き

屏
び
ょ
う

風ぶ 

６
曲
１
双

江
戸
時
代

こ
れ
は
１
２
０
人
の
紙
本
の
墨
書
が

全
体
に
あ
し
ら
わ
れ
た
も
の
で
す
。
１

隻
に
58
枚
、
も
う
１
隻
に
62
枚
が
貼
ら

れ
て
い
ま
す
。

そ
の
中
に
は
だ
れ
も
が
知
っ
て
い
る

人
の
直
筆
と
伝
え
ら
れ
る
書
が
貼
り
付

け
ら
れ
て
い
ま
す
。
例
え
ば
、
豊
臣
秀

吉
（
１
５
３
７
〜
１
５
９
８
）
の
も
の

と
伝
え
ら
れ
る
和
歌
書「
ゆ
き
暮
れ
て
」

や
「
一
休
さ
ん
」
で
著
名
な
一
休
宗
純

（
１
３
９
４
〜
１
４
８
１
）
の
三
行
書

「
色
即
是
空
」
な
ど
で
す
。
教
科
書
に

も
出
て
く
る
歴
史
上
著
名
な
政
治
家
や

学
者
・
文
化
人
の
書

が
多
数
収
め
ら
れ
た

大
変
貴
重
な
も
の
と

い
え
ま
す
。

現
在
、
こ
の
屏
風

は
都
城
島
津
伝
承
館

で
展
示
し
て
い
ま

す
。
歴
史
上
の
人
物

の
書
を
探
し
て
み
ま

せ
ん
か
。

著
名
な
政
治
家
や

青
少
年

新
燃
岳
の
降
灰
の
影
響
で
、
な
か
な
か

屋
外
で
遊
ぶ
こ
と
の
で
き
な
か
っ
た
子

ど
も
た
ち
を
励
ま
そ
う
と
、
選
手
ら
は

市
内
の
小
中
学
校
を
訪
れ
子
ど
も
た
ち

と
一
緒
に
遊
ん
だ
り
、
ゲ
ー
ム
を
し
た

り
し
て
交
流
を
深
め
ま
し
た
。「
子
ど

も
た
ち
に
は
、
運
動
す
る
楽
し
さ
を
体

験
し
て
も
ら
い
、
少
し
で
も
笑
顔
を
取

り
戻
し
、夢
や
希
望
を
持
っ
て
欲
し
い
」

と
選
手
た
ち
は
願
っ
て
い
ま
す
。
今
月

は
、
シ
ー
ズ
ン
最
後
の
試
合
で
す
。
ぜ

ひ
、
皆
さ
ん
の
熱
い
声
援
を
お
願
い
し

ま
す
。
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ｂ
ｊ
リ
ー
グ
２
０
１

０

－

２
０
１
１
シ
ー
ズ

ン
も
終
盤
を
迎
え
、
選

手
た
ち
の
ボ
ル
テ
ー
ジ

も
最
高
潮
に
達
し
て
い

ま
す
。
今
も
な
お
続
く

242011.4
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問 ① 平成23年度の一般会計予算総額はいくら？

答

問 ② 学校へ行こうで紹介した東小学校のシンボル
は何？

答

問 ③ ６月１日から設置が完全義務化になるのは
「○○○火災警報器」

答

▼

点
線
に
沿
って
お
切
り
く
だ
さ
い（
官
製
は
が
き
で
も
可
）

国際交流員
のひとりごと

◎問い合わせ　生活文化課・国際化担当　☎23-2295

このコーナーでは、寄せられた「わたしの一言」の中から一部を紹介します。
また、皆さんから寄せられたご意見につきましては、今後の広報紙作成に生かしていきます。

読
者からの

●
自
分
た
ち
で
作
る
成
人
式
っ
て
い
い
で
す

ね
。
私
た
ち
の
こ
ろ
は
、
全
部
周
り
の
人

に
や
っ
て
も
ら
っ
た
成
人
式
で
し
た
。
自

分
た
ち
で
作
る
と
感
慨
深
い
で
し
ょ
う

ね
。 

（
山
之
口
町　

Ｋ
さ
ん
）

●
20
年
ぶ
り
に
同
窓
会
が
あ
り
ま
し
た
。
成

人
式
以
来
と
い
う
友
人
も
い
ま
し
た
が
、

会
え
ば
す
っ
か
り
学
生
気
分
。
都
城
で
学

ん
だ
仲
間
っ
て
い
い
で
す
ね
。

（
上
長
飯
町　

マ
イ
ち
ゃ
ん
）

●
2
月
号
の「
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
の
挑
戦
」

を
読
ん
で
大
変
い
い
案
だ
と
思
い
ま
し

た
。
私
も
住
み
よ
い
町
を
目
標
に
取
り
組

ん
で
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
み
ん
な
で

協
力
し
合
っ
て
頑
張
っ
て
い
き
ま
し
ょ

う
。 

（
高
木
町　

ひ
ま
わ
り
さ
ん
）

●
笛
水
小
中
学
校
の
記
事
を
読
ん
で
、
最
近

は
車
社
会
と
な
り
近
所
の
人
と
も
会
う
こ

と
が
少
な
く
な
り
ま
し
た
。
そ
ん
な
中
、

子
ど
も
た
ち
が
あ
い
さ
つ
運
動
に
取
り
組

ん
で
い
る
と
い
う
こ
と
を
知
り
う
れ
し
く

思
い
ま
し
た
。（

高
城
町　

や
わ
ら
ち
ゃ
ん
）

●
口
蹄
疫
や
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
、
新
燃
岳

の
噴
火
な
ど
大
変
な
都
城
で
す
が
、
チ
ー

ム
都
城
と
し
て
一
人
一
人
が
一
丸
と
な
っ

て
頑
張
っ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

（
郡
元
二
丁
目　

都
城
石
丸
さ
ん
）

■２月号クイズ結果【応募総数43通】
◎正解／①東京　②うり　③ゆずり

桜の花吹雪の中に終わった１年。さあ、また
何か新しいことを始めましょう。
２年前に、新しい生活へのあこがれいっぱい

であった私にも、あっという間にお別れの時が
来ました。覚えていますか。学校での交流の時
に「日本のゲームも先生に教えたい」と笑った
子どもたち。高齢者学級で「先生、私も中国に
何回も行ってきたよ」と話したおじいちゃん。
買い物に行くと「これはおいしいですよ。時期
ですから」と言ってくれた果物屋さん。そして
「都城弁は良いでしょう」と、新しい言葉を自
慢げに教えてくれた人々。皆さん、ありがとう
ございました。心の中に、これらの言葉を宝物
として、大事に、大事に覚えておきます。
言葉は葉っぱです。心の中に種があって、ど

んどん葉っぱが出て、そして、いつか、平和の
花が咲いてくれるでしょう。収穫の季節になっ
たら、またいっぱいの種をまけたらいいですね。
私がお別れしても、きっとまた誰かがここで

頑張ります。そして、小さい木も、いつかきっ
と広々とした森になることでしょう。

「あなたが教えてくれたこと」

今月号を読んでのわたしの一言

翟悦（タクエツ）さん
（中国）Vol.8
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電話番号　（　　　　　）　　　　　－

フリガナ

氏　名

ペンネームまたはイニシャル

※記入がない場合は、イニシャルで表示させていただきます

住　所

P O S T  C A R D

お手数ですが
50円切手を
お貼りください

都城市役所秘書広報課行
（広報 都城 No.64 2011年4月号）

読者プレゼント今月の

□山之口弥五郎どんの館（山之口町） ☎57-3713
開館時間　9：00～17：00
入館料　無料
休館日　毎週月曜日（月曜日が祝日の時はその翌日）

□たちばな天文台（高崎町） ☎62-4936
開館時間　9：30～22：00

金土、 の前日は19：00～22：00も開館
入館料　中学生以上300円　小学生100円
休館日　4月21日㈭

□人形の館（山之口町） ☎57-5295
開館時間　9：30～17：00（入館は16：30まで）
入館料　一般210円 高校生150円 小・中学生100円
休館日　毎週月曜日（月曜日が祝日の時はその翌日）

□高城郷土資料館（高城町） ☎58-5963
開館時間　9：30～17：00（入館は16：30まで）
入館料　一般210円 高校生150円 小・中学生100円
休館日　毎週月曜日（月曜日が祝日の時はその翌日）

□都城歴史資料館（都島町） ☎25-8011
開館時間　9：30～17：00（入館は16：30まで）
入館料　一般210円 高校生150円 小・中学生100円
※毎週土曜日は、小・中学生は無料
休館日　毎週月曜日（月曜日が祝日の時はその翌日）

□美術館（姫城町） ☎25-1447
開館時間　9：00～17：00（入館は16：30まで）
入館料　無料
休館日　 毎週月曜日（月曜日が祝日の時はその翌日）
◎収蔵作品展「新しい物語のはじまり2011」
会　期：5月15日㈰まで

□旧後藤家商家交流資料館（高城町） ☎58‒6900
開館時間　10：00～16：00
入館料　大人200円　小・中学生100円
休館日　毎週月曜日（月曜日が祝日の時はその翌日）

施 設 案 内

□都城島津邸（早鈴町） ☎23-2116
開館時間　9：00～17：00（入館は16：30まで）
入館料　「本宅」小学生以上100円

「都城島津伝承館」一般210円
高校・大学生150円 小・中学生100円

休館日　毎週月曜日（月曜日が祝日の時はその翌日）

※4月16日～5月15日の日程

◎応募方法　はがきにクイズの答え、住所、氏名、電
話番号と、わたしの一言や４月号を読んだ感想を書
いて〒885-8555　秘書広報課まで。正解者の中から
抽選で１人にプレゼントを差し上げます。

※応募者の個人情報は、広報クイズの応募の受け付け、
当選者への商品の発送以外には利用しません
◎応募締め切り　５月２日㈪　当日消印有効
◎発表　本紙６月号
※このコーナーでは広報プレゼントの寄付事業所を募集
しています。詳細については秘書広報課まで問い合わ
せください
◎２月号当選者　鈴木嘉代子さん（南横市町）

【都城地場産品詰め合わせ】
商品取扱事業者
「道の駅」都城（都北町）　電話38-4561



インフォメーション

新 年度がいよいよスタート。しかし、口蹄疫からの復
興に向けて頑張っているさなかに起きた新燃岳の噴

火は甚大な災害をもたらし、その影響は続いています。い
つ終わるとも知れない火山との戦いは今後も続き不安は募
るばかりです。そんな中、東日本で発生した未曽有の巨大
地震は自然の脅威を見せつけ、その被災状況を知るたびに
心が痛みます。全国からさまざま支援を受けてきた私たち
も今こそ、その恩に報いる時ではないでしょうか。（栗）

国の重要無形民俗文化財に指定
されている山之口麓文弥節人形浄
瑠璃の定期公演を目前に控え、山
之口麓小学校の５・６年生16人が
最後の練習を行いました。昨年の口蹄疫の影響で、
練習ができずに公演に間に合うかどうか心配され
ましたが、大人顔負けの人形使いに指導者たちは
「短い期間でよくできた」と喜んでいました。

300年の伝統を引き継ぐ

口蹄疫の影響で

今月の表紙

（　　　　　）
（　　　　　）

平成23年３月１日現在　　　 （ 前 月 比 ）
世　帯　数
人 口 総 数
※ 平成22年国勢調査速報値に基づく推計人口です。速報値では男女別人口
が公表されていないため、推計人口による男女別人口は記載していません

－ 5
－73

都城市現住人口

71,644
168,237

世帯
人

※国勢調査に基づく推計人口です

イベントカレンダー
※〔　　〕内は場所、問は問い合わせ先

4
月
3日㈰～5日7日㈯
庄内川のこいのぼり〔庄内川堤防〕
問荘内商工会　☎37-0024

23日㈯ 10：00～
都城ラグビーフェスタ
〔母智丘関之尾公園多目的広場〕
問都城ラグビーフットボール協会
☎64-2105（山田中学校・高橋）

5
月
8日㈰ 8：00～
都城ぼんち市〔東中町通り〕
問都城商工会議所　☎23-0001

8日㈰ 8：00～
あじさい朝市〔山之口総合支所敷地内〕
問あじさい市部会　☎57-2016

8日㈰ 10：00～
くまその里よろず市〔滝の駅せきのお〕
問同実行委員会　☎37-0373

テレビ番組の案内

ラジオ番組の案内
■MRTラジオ（AM放送936kHz）
「みやこのじょうドキドキナビ」
毎週：月～金曜日（祝日除く）15：30～15：45
■シティエフエム都城（FM放送76.4MHz）
「インフォメーションM」　毎週：月～金曜日
9：49～9：54、16：25～16：30（再）

■BTVケーブルテレビ（デジタル111ch、アナログ5ch）
※毎回10分間放送
「みやこんじょジャーナル」
① 6：50～　②11：50～　③17：50～
④20：50～　⑤22：50～

市の提供番組紹介

●日時：7月10日㈰ 17：30開演
●料金：〔全席指定〕6,500円
※ 未就学児童は、入場不可

●チケット販売開始
ＭＪ友の会会員先行発売 4月16日㈯
一般販売 4月24日㈰

クラシックに恋した彼女が奏でる
愛の歌をたっぷりとお楽しみください。

平原綾香

◎問い合わせ　都城市総合文化ホール　☎23-7140
（チケット専用電話番号　☎23-7190）

●日程：5月14日㈯～6月5日㈰
※ 開催する内容によって、日時、料金など
が異なります。公共機関やスーパーなど
に置いてあるガイドブックまたは、ホーム
ページで確認ください

●予約開始日：4月23日㈯
※プログラムはすべて事前予約制です

地域のよさ再発見！体験プログラム60
第3回
都城盆地博覧会

◎問い合わせ　ボンパク予約センター　☎46-5253
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